
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ハンドオーバー領域に存在する移動端末 (ＵＥ )及び前記移動端末と通信する複数のノード
Ｂを有する移動通信システムで、ダウンリンク共有チャネル上のデータの送信形式情報を
示す第２送信形式結合表示ビットの送信電力を決定する方法において、
専用チャネル通して前記ＵＥに伝送される専用チャネルデータの送信形式情報を示す第１
伝送形式表示ビットを含むノードＢの専用チャネルデータを伝送し、ここで、前記ノード
Ｂのうち少なくとも１つの選択されたノードＢが専用チャネルを通して第１伝送形式表示
ビット及び第２伝送形式表示ビットを含む専用チャネルデータを伝送し、ダウンリンク共
有チャネルを通してダウンリンク共有チャネルデータを伝送する過程と、
前記選択されたノードＢの前記第２伝送形式表示ビットの送信電力レベルを前記専用チャ
ネルデータのみを伝送するノードＢからの前記第１伝送形式表示ビットの送信電力の比よ
り大きい値に決定する過程と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
前記第２伝送形式表示ビットの送信電力は、活性集合内のノードＢの数に基づいて決定さ
れることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
前記第２伝送形式表示ビットの送信電力は、活性集合内のノードＢの種類に基づいて決定
されることを特徴とする請求項１記載の方法。
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【請求項４】
前記第２伝送形式表示ビットの送信電力は、活性集合内のノードＢの数及び種類に基づい
て決定されることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項５】
前記第２伝送形式表示ビットは、サイト選択ダイバーシティ (ＳＳＤＴ )信号を利用して伝
送されることを特徴とする請求項１の方法。
【請求項６】
ハンドオーバー領域に存在する移動端末 (ＵＥ )及び前記移動端末と通信する複数のノード
Ｂを有する移動通信システムで、ダウンリンク共有チャネル上のデータの送信形式情報を
示す第２伝送形式表示ビットの送信電力を決定する方法において、
専用チャネルを通して第１伝送形式表示ビットを含むノードＢの専用チャネルデータを前
記ＵＥに伝送し、ここで、前記ノードＢのうち少なくとも１つの選択されたノードＢが専
用チャネルを通して前記第１前記伝送形式表示ビット及び第２伝送形式表示ビットを含む
専用チャネルデータを伝送し、前記ダウンリンク共有チャネルを通してダウンリンク共有
チャネルを伝送する過程と、
前記選択されたノードＢの前記第２伝送形式表示ビットの電力オフセットを前記専用チャ
ネルデータのみを伝送するノードＢからの前記第１伝送形式表示ビットの電力の比より大
きい値に決定する過程と、
前記電力オフセットを前記選択されたノードＢに伝送する過程と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
前記第２伝送形式表示ビットの電力オフセットは、活性集合内のノードＢの数に基づいて
決定されることを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項８】
前記第２伝送形式表示ビットの電力オフセットは、活性集合内のノードＢの種類に基づい
て決定されることを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項９】
前記第２伝送形式表示ビットの電力オフセットは、活性集合内のノードＢの共通パイロッ
トチャネルに基づいて決定されることを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項１０】
前記第２伝送形式表示ビットの電力オフセットは、活性集合内のノードＢの数、種類、及
び共通パイロットチャネルに基づいて決定されることを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項１１】
前記電力オフセットは、フィードバック情報フィールドを使用して伝送されることを特徴
とする請求項６記載の方法。
【請求項１２】
前記電力オフセットは、サイト選択ダイバーシティ (ＳＳＤＴ )信号を利用して前記フィー
ドバック情報フィールを通して伝送されることを特徴とする請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
前記フィードバック情報フィールドは、Ｓフィールド及びＤフィールドから構成されるこ
とを特徴とする請求項１１記載の方法。
【請求項１４】
ハンドオーバー領域に存在する移動端末 (ＵＥ )及び前記移動端末と通信する複数のノード
Ｂを有する移動通信システムで、ダウンリンク共有チャネル上のデータの送信形式情報を
示す第２伝送形式表示ビットの送信電力を決定する方法において、
前記ＵＥに伝送される専用チャネルデータの送信形式情報を示す第１伝送形式表示ビット
を含む前記ノードＢの専用チャネルデータを専用チャネルを通して伝送し、ここで、前記
ノードＢのうち選択された少なくとも１つの第１ノードＢが前記第１伝送形式表示ビット
及び前記第２伝送形式表示ビットを含む専用チャネルデータを専用チャネルを通して伝送
し、前記ダウンリンク共有チャネルを通してダウンリンク共有チャネルデータを伝送する
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過程と、
前記移動端末の活性集合の数によって前記第１伝送形式表示ビットの送信電力より大きい
値を前記第２伝送形式表示ビットの電力オフセットとして決定する過程と、
前記決定された電力オフセットを前記第１ノードＢに伝送する過程と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１５】
前記選択されたノードＢに伝送された電力オフセットは、ＮＢＡＰ (ノードＢアプリケー
ションパート )メッセージを利用して伝送されることを特徴とする請求項１４記載の方法
。
【請求項１６】
前記電力オフセットは、前記ＮＢＡＰメッセージのうちラジオリンクリコンフィグレーシ
ョンメッセージを利用することを特徴とする請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
前記電力レベルオフセットは、前記ＮＢＡＰメッセージのうちラジオリンクセットアップ
メッセージを利用することを特徴とする請求項１５記載の方法。
【請求項１８】
ハンドオーバー領域に存在する移動端末及び前記移動端末と通信できるノードＢを示す活
性集合内の複数のノードＢを含み、前記ノードＢは、専用チャネルを通して第１伝送形式
表示ビットを含む専用チャネルデータを前記移動端末に伝送し、前記ノードＢのうち選択
された第１ノードＢは、第１伝送形式表示ビット及び第２伝送形式表示ビットを含む専用
チャネルデータを専用チャネルを通して伝送し、ダウンリンク共有チャネルを通してダウ
ンリンク共有チャネルデータを伝送し、前記選択されたノードＢからの専用チャネルフレ
ームは、複数のタイムスロットを有し、各タイムスロットは、伝送されるデータフィール
ド及び前記伝送されるデータの伝送形式情報を示す送信形式結合指示器フィールドを含み
、前記各送信形式結合指示器フィールドは、前記専用チャネルを通して伝送される前記専
用チャネルデータの伝送形式情報を示す前記第１伝送形式表示ビットが位置する第１フィ
ールド及び前記ダウンリンク共有チャネルを通して伝送される前記ダウンリンク共有チャ
ネルデータの伝送形式情報を示す前記第２伝送形式表示ビットが位置する第２フィールド
を含む移動通信システムで、選択されたノードＢから前記移動端末に伝送されるダウンリ
ンク共有チャネル上のデータの送信形式情報を示す第２伝送形式表示ビットの送信電力を
決定する装置において、
前記活性集合内の前記ノードＢから受信される共通チャネルパイロット信号のレベルを推
定する複数の共通パイロットチャネル推定器と、
前記共通パイロットチャネル推定器から提供された前記共通チャネルパイロット信号のレ
ベルを利用して前記第２伝送形式表示ビットの送信電力オフセットを決定するダウンリン
ク送信電力制御命令生成器と、
から構成されることを特徴とする装置。
【請求項１９】
前記ダウンリンク送信電力制御命令生成器は、前記電力オフセットをフィードバック情報
フィールドを通して伝送することを特徴とする請求項１８記載の装置。
【請求項２０】
前記電力オフセットは、サイト選択ダイバーシティ (ＳＳＤＴ )信号を利用してフィードバ
ック情報フィールドを通して伝送されることを特徴とする請求項１９記載の装置。
【請求項２１】
前記フィードバック情報フィールドは、Ｓフィールド及びＤフィールドから構成されるこ
とを特徴とする請求項１９記載の装置。
【請求項２２】
フィードバック情報フィールドを送信するための送信器をさらに備えることを特徴とする
請求項１８記載の装置。
【請求項２３】
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 ハンドオーバー領域に存在する移動端末及び前記移動端末と通信できるノードＢを示す
活性集合内の複数のノードＢを含む移動通信システムで、選択されたノードＢから移動端
末に伝送されるダウンリンク共有チャネル上のデータの送信形式情報を示す第２伝送形式
表示ビットの送信電力を決定する方法において、
前記ノードＢによって第１伝送形式表示ビットを含む専用チャネルデータを専用チャネル
を通して前記移動端末に伝送し、ここで、前記ノードＢのうち第１ノードＢは、前記第１
伝送形式表示ビット及び前記第２伝送形式表示ビットを含む専用チャネルデータを専用チ
ャネルを通して伝送し、ダウンリンク共有チャネルを通してダウンリンク共有チャネルデ
ータを伝送する過程と、
前記第１ノードＢによって前記第２伝送形式表示ビットの電力オフセットを前記専用チャ
ネルデータのみを伝送するノードＢからの前記専用チャネルデータの送信電力と前記第１
伝送形式表示ビットの送信電力との比より大きい値に決定する過程と、を含み、
ここで、前記第１ノードＢからの専用チャネルフレームは複数のタイムスロットを有し、
各タイムスロットは、伝送されるデータフィールド及び前記伝送されるデータの伝送形式
情報を示す送信形式結合指示器フィールドを含み、前記各送信形式結合指示器フィールド
は、前記専用チャネルを通して伝送される前記専用チャネルデータの伝送形式情報を示す
前記第１伝送形式表示ビットが位置する第１フィールド及び前記ダウンリンク共有チャネ
ルを通して伝送される前記ダウンリンク共有チャネルデータの伝送形式情報を示す前記第
２伝送形式表示ビットが位置する第２フィールドを含むことを特徴とする方法。
【請求項２４】
ハンドオーバー領域に存在する移動端末及び前記移動端末と通信できるノードＢを示す活
性集合内の複数のノードＢを含む移動通信システムで、選択されたノードＢから移動端末
に伝送されるダウンリンク共有チャネル上のデータの送信形式情報を示す第２伝送形式表
示ビットの送信電力を決定する方法において、
前記ノードＢによって第１伝送形式表示ビットを含む専用チャネルデータを専用チャネル
を通して前記移動端末に伝送する過程と、
前記ノードＢのうち第１ノードＢによって前記第１伝送形式表示ビット及び前記第２伝送
形式表示ビットを含む専用チャネルデータを専用チャネルを通して伝送し、ダウンリンク
共有チャネルデータをダウンリン共有チャネルを通して伝送する過程と、
前記移動端末によって前記ノードＢから受信された専用チャネル信号の和と前記ダウンリ
ンク共有チャネルの受信電力を比較して前記第２伝送形式表示ビットの電力オフセットを
決定し、前記電力オフセットを前記第１ノードＢに伝送する過程と、を含み、
ここで、前記第１ノードＢからの専用チャネルフレームは複数のタイムスロットを有し、
各タイムスロットは、伝送されるデータフィールド及び前記伝送されるデータの伝送形式
情報を示す送信形式結合指示器フィールドを含み、前記各送信形式結合指示器フィールド
は、前記専用チャネルを通して伝送される前記専用チャネルデータの伝送形式情報を示す
前記第１伝送形式表示ビットが位置する第１フィールド及び前記ダウンリンク共有チャネ
ルを通して伝送される前記ダウンリンク共有チャネルデータの伝送形式情報を示す前記第
２伝送形式表示ビットが位置する第２フィールドを含むことを特徴とする方法。
【請求項２５】
ハンドオーバー領域に存在する移動端末及び前記移動端末と通信できるノードＢを示す活
性集合内の複数のノードＢを含む移動通信システムで、選択されたノードＢから移動端末
に伝送されるダウンリンク共有チャネル上のデータの送信形式情報を示す第２伝送形式表
示ビットの送信電力を決定する方法において、
前記ノードＢによって第１伝送形式表示ビットを含む専用チャネルデータを専用チャネル
を通して前記移動端末に伝送する過程と、
前記ノードＢのうち第１ノードＢによって前記第１伝送形式表示ビット及び前記第２伝送
形式表示ビットを含む専用チャネルデータを専用チャネルを通して伝送し、ダウンリンク
共有チャネルデータをダウンリン共有チャネルを通して伝送する過程と、
前記第１ノードＢの制御器によって前記移動端末の活性集合の数によって電力オフセット
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を前記第１伝送形式表示ビットの送信電力より大きい値に決定し、前記決定された電力オ
フセットを前記第１ノードＢに伝送する過程と、を含み、
ここで、前記第１ノードＢからの専用チャネルフレームは複数のタイムスロットを有し、
各タイムスロットは、伝送されるデータフィールド及び前記伝送されるデータの伝送形式
情報を示す送信形式結合指示器フィールドを含み、前記各送信形式結合指示器フィールド
は、前記専用チャネルを通して伝送される前記専用チャネルデータの伝送形式情報を示す
前記第１伝送形式表示ビットが位置する第１フィールド及び前記ダウンリンク共有チャネ
ルを通して伝送される前記ダウンリンク共有チャネルデータの伝送形式情報を示す前記第
２伝送形式表示ビットが位置する第２フィールドを含むことを特徴する方法。
【請求項２６】
ハンドオーバー領域に存在する移動端末及び前記移動端末と通信できる複数のノードＢを
含む移動通信システムで、ダウンリンク共有チャネル上のデータの送信形式情報を示す第
２伝送形式表示ビットの送信電力を決定する装置において、
前記ノードＢは、前記移動端末に伝送される専用チャネルデータの送信形式情報を示す第
１伝送形式表示ビットを含む専用チャネルデータを専用チャネルを通して伝送し、ここで
、前記ノードＢのうち選択された少なくとも１つのノードＢは、前記第１伝送形式表示ビ
ット及び前記第２伝送形式表示ビットを含む専用チャネルデータを専用チャネルを通して
伝送し、ダウンリンク共有チャネルデータを前記ダウンリンク共有チャネルを通して伝送
し、
前記選択されたノードＢは、自分の前記第２伝送形式表示ビットの送信電力レベルを前記
専用チャネルデータのみを伝送するノードＢからの前記第１伝送形式表示ビットの送信電
力の比より大きい値に決定することを特徴とする装置。
【請求項２７】
ハンドオーバー領域に存在する移動端末及び前記移動端末と通信できる複数のノードＢを
含む移動通信システムで、ダウンリンク共有チャネル上のデータの送信形式情報を示す第
２伝送形式表示ビットの送信電力を決定する装置において、
前記ノードＢは、前記移動端末に伝送される専用チャネルデータの送信形式情報を示す第
１伝送形式表示ビットを含む専用チャネルデータを専用チャネルを通して伝送し、ここで
、前記ノードＢのうち選択された少なくとも１つのノードＢは、前記第１伝送形式表示ビ
ット及び前記第２伝送形式表示ビットを含む専用チャネルデータを専用チャネルを通して
伝送し、ダウンリンク共有チャネルデータを前記ダウンリンク共有チャネルを通して伝送
し、
前記移動端末は、前記選択されたノードＢの前記第２伝送形式表示ビットの送信電力のた
めの電力オフセットを前記専用チャネルデータのみを伝送するノードＢからの前記第１伝
送形式表示ビットの送信電力の比より大きい値に決定し、前記電力オフセットを前記選択
されたノードＢに伝送することを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、非同期方式のＷ－ＣＤＭＡ (Wideband Code Division Multiple Access)移動通
信システムにおいて使用されるダウンリンク共有チャネル (Downlink Shared Channel：以
下、ＤＳＣＨと称する )の送信電力制御に関し、特に、ハンドオーバー (または、ハンドオ
フ )領域で前記ＤＳＣＨを使用する移動端末 (User Equipment: 以下、ＵＥと称する )に割
り当てられるダウンリンク専用物理チャネル (Downlink Dedicated Physical Channel: 以
下、ＤＬ＿ＤＰＣＨと称する )中に送信形式結合指示器 (Transmit Format Combination In
dicator: 以下、ＴＦＣＩと称する )を伝送することによって送信電力を制御する装置及び
方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般的に、第３世代移動通信方式であるヨーロッパ方式のＷ－ＣＤＭＡ移動通信システム
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において使用されるＤＳＣＨは、複数のＵＥが共有するチャネルである。前記ＤＳＣＨは
、１０ｍｓラジオフレーム単位で、前記ＵＥにパケットデータまたはその他の高速データ
を送信するために時分割されて前記ＵＥに割り当てられるチャネルである。前記ＤＳＣＨ
は、フレーム単位で伝送されるデータの伝送率を多様にすることができ、前記Ｗ－ＣＤＭ
ＡシステムにおいてノードＢとＵＥとの間に設定される専用チャネル (Dedicated channel
: 以下、ＤＣＨと称する )と同様に、スロット単位で電力制御できるチャネルである。前
記ラジオフレームは、Ｗ－ＣＤＭＡシステムにおいて信号を伝送する基本単位であり、長
さは１０ｍｓで、各ラジオフレームは、１５個のスロットから構成される。さらに、前記
ＤＳＣＨは、使用者データのみを伝送するチャネルである。前記ＤＳＣＨの送信電力は、
前記ＤＳＣＨが前記ＵＥに割り当てられる時、同時に前記ＵＥに割り当てられるアップリ
ンク専用チャネル (Uplink Dedicated Channel: 以下、ＵＬ＿ＤＣＨと称する )を通して伝
送される送信電力制御 (Transmit Power Control: 以下、ＴＰＣと称する )ビットによって
制御される。さらに、前記ＴＰＣは、前記ＤＳＣＨに関連して前記ＵＥに割り当てられる
ダウンリンク専用チャネル (Downlink Dedicated Channel: 以下、ＤＬ＿ＤＣＨと称する )
の電力制御のためにも使用される (3GPP TS 25.214)。トランスポートチャネル (Transport
 channel)である前記ＤＬ＿ＤＣＨは、物理チャネルである前記ＤＬ＿ＤＰＣＨを通して
伝送される。前記ＤＳＣＨは、複数のフレームにわたって１つのＵＥに連続的に伝送され
ることができる。一方、前記ＤＳＣＨは、ただ１つのフレームを通して前記ＵＥに伝送さ
れることもできる。複数のＵＥに前記ＤＳＣＨを伝送する時点は、上位階層のスケジュー
リングによって決定される。前記決定された時点は、上位階層からのシグナリングメッセ
ージ (signaling message)または前記ＤＳＣＨに関連して設定される前記ＤＬ＿ＤＰＣＨ
のＴＦＣＩビットを通して前記ＵＥに知らせられる。
【０００３】
図１Ａは、前記ＤＳＣＨの構造を示す図である。図１Ａを参照すると、参照符号１０１は
、前記ＤＳＣＨの１０ｍｓラジオフレームを示し、参照符号１０３は、前記ラジオフレー
ム１０１内のスロットＳｌｏｔ＃ｉを示す。図１Ａに示すように、前記ＤＳＣＨラジオフ
レーム１０１は、１５個のスロットＳｌｏｔ＃０～Ｓｌｏｔ＃１４から構成され、前記Ｄ
ＳＣＨスロット１０３は、２５６０チップの長さを有する。前記ＤＳＣＨスロット１０３
を通して伝送される情報の量は、前記ＤＳＣＨスロットに使用される拡散率 (Spreading F
actor: 以下、ＳＦと称する )に反比例し、前記ＳＦは、４乃至２５６の値を有する。
【０００４】
図１Ｂは、前記ノードＢによって前記ＵＥに割り当てされる前記ＤＬ＿ＤＣＨを伝送する
前記ＤＬ＿ＤＰＣＨの構造を示す図である。前記ＤＬ＿ＤＰＣＨは、図１ＡのＤＳＣＨが
使用される場合も、前記ＤＳＣＨの電力制御及びシグナリングのために、前記ＤＳＣＨと
附合して前記ＵＥに割り当てられる。図１Ｂにおいて、参照符号１１１は、前記ＤＬ＿Ｄ
ＰＣＨの１０ｍｓラジオフレームを示し、前記ＤＬ＿ＤＰＣＨラジオフレームの各スロッ
トは、Ｄａｔａ１ (１１３ )、ＴＰＣ (１１２ )、ＴＦＣＩ (１１４ )、Ｄａｔａ２ (１１５ )、
及びＰｉｌｏｔ (１１６ )から構成される。前記ＤＬ＿ＤＰＣＨの各スロットは、Ｄａｔａ
１、ＴＰＣ、ＴＦＣＩ、Ｄａｔａ２、Ｐｉｌｏｔの長さによって多様な構造を有すること
ができる。
【０００５】
前記Ｄａｔａ１ (１１３ )及びＤａｔａ２ (１１５ )は、ダウンリンク専用物理データチャネ
ル (Downlink Dedicated physical data channel: 以下、ＤＬ＿ＤＰＤＣＨと称する )を構
成し、使用者データ及び上位階層からのシグナリング情報を伝送する。ＴＰＣ (１１２ )、
ＴＦＣＩ (１１４ )、及びＰｉｌｏｔ (１１６ )は、ダウンリンク専用物理制御チャネル (Dow
nlink Dedicated Physical Control Channel: 以下、ＤＬ＿ＤＰＣＣＨと称する )を構成
する。前記ＴＰＣ (１１２ )は、前記ＵＥから前記ノードＢに伝送されるアップリンクチャ
ネルの送信電力を調節する命令語を伝送するフィールドであり、前記Ｐｉｌｏｔ (１１６ )
は、ダウンリンク信号の電力制御のために、前記ＵＥが前記ダウンリンク信号の送信電力
を測定することができるようにするフィールドである。さらに、前記ＴＦＣＩ (１１４ )は
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、前記ＤＬ＿ＤＰＣＨを通して相違する伝送率を有するトランスポートチャネルが伝送さ
れることを示す符号語を伝送するフィールドである。前記伝送されたＴＦＣＩは、１０２
４種類の送信形式結合 (Transport Format Combination: 以下、ＴＦＣと称する )のいずれ
か１つに対応する。
【０００６】
前記Ｗ－ＣＤＭＡシステムは、前記ＴＦＣＩの伝送における信頼度を高めるために、 (３
２ ,１０ )符号化方法を使用する。前記１０２４種類のＴＦＣは、１０ビットの２進数で表
示され、前記１０ビットの２進数は、 (３２ ,１０ )符号器によって３２個の符号化したシ
ンボルに符号化される。前記３２個の符号化したシンボルのうち、２つの符号化したシン
ボルが穿孔（ punctured）され、各スロットは、２つの符号化したシンボルをフレーム単
位で前記ＵＥ伝送する。つまり、各ラジオフレームが１５個のスロットから構成されるの
で、全部で３０ビットを送信することができる。従って、前記３２個の符号化したシンボ
ルは、２つの符号化したシンボルが穿孔された後に伝送される。さらに、前記ＤＬ＿ＤＰ
ＣＨが前記ＤＳＣＨに附合して割り当てられる場合は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ及び前
記ＤＬ＿ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩが同時に伝送される。
【０００７】
前記ＴＦＣＩ (１１４ )を前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩと前記ＤＬ＿ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩと
に区別して伝送する方法としては、２つの方法がある。前記ＴＦＣＩ (１１４ )において、
前述したように、１つのフレームの間に３０個の符号シンボルが伝送され、前記３０個の
符号シンボルは１つのＴＦＣＩ符号語を構成する。従って、前記３０個の符号シンボルか
ら構成される前記ＴＦＣＩ (１１４ )は、２つのＴＦＣＩに区分されるべきである。第１方
法は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ及び前記ＤＬ＿ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩを予め区別せず、
前記３０個の符号シンボルを論理的に区別 (分割 )する“論理分割モード方法 (Logical Spl
it Mode Method)”である。第２方法は、前記３０個の符号シンボルを前記ＤＳＣＨ用の
ＴＦＣＩ及び前記ＤＬ＿ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩに区別して伝送する“硬分割モード方法 (H
ard Split Mode Method)”である。以下、前記２つの方法を詳細に説明する。
【０００８】
前記論理分割モード方法において、前記受信された３０個の符号シンボルから１０シンボ
ルのＴＦＣＩ符号語を復号した後、前記ＵＥは、前記復号された１０個の符号語のうち幾
つかを前記ＤＬ＿ＤＰＣＨ用として解析し、残りの符号シンボルを前記ＤＳＣＨ用として
解析する。前記硬分割モード方法は、前記３０個の符号シンボルのうち幾つかは前記ＤＬ
＿ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩとして伝送され、残りの符号シンボルは前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ
Ｉとして伝送されて、前記ＴＦＣＩは別の復号過程によって復号される。
【０００９】
図２は、ＤＳＣＨを受信するＵＥがソフトハンドオーバー領域に位置している場合、ダウ
ンリンク及びアップリンク信号の流れを示す図であり、ここで、説明の便宜のため、２つ
のノードＢのみを考慮し、それぞれのノードＢが相違するＲＮＣ (Radio Network Control
ler)に属すると仮定する。前記ノードＢ及び前記ＲＮＣは、第３世代Ｗ－ＣＤＭＡ移動通
信標準において使用される用語であり、ＵＴＲＡＮ (Universal Mobile Telecommunicatio
n System(UMTS) Terrestrial Radio Access Network: 以下、ＵＴＲＡＮと称する )の構成
要素である。前記ＵＴＲＡＮは、前記ＵＥを除いたＷ－ＣＤＭＡ標準における全ての構成
要素を示す。“ノードＢ (Node B)”は、基地局を示し、“ＲＮＣ”は、前記ノードＢを制
御するためのＵＴＲＡＮの構成要素である。
【００１０】
ソフトハンドオーバー (Soft Handover: 以下、ＳＨＯと称する )は、ＵＥ２１１の移動性
によって発生する。前記ＵＥ２１１が移動して現在通信中のノードＢから離れて、隣接し
た新しいノードＢから信号を受信することができる地域まで移動した時、前記ＵＥ２１１
は、前記現在のノードＢからだけでなく、前記新しいノードＢからも信号を受信する。こ
ういう状態をソフトハンドオーバー状態と称する。前記のような状態において、前記現在
のノードＢから受信される信号の品質 (または、レベル )が所定の水準に至らない場合、前
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記ＵＥは、前記現在のノードＢに設定されたチャネルを解除し、高品質の信号を提供する
新しいノードＢに新しいチャネルを設定する。従って、ハンドオーバー過程が遂行される
。そうすることによって、中断されずに通信を維持することができる。
【００１１】
前記ＵＥ２１１がソフトハンドオーバー領域に到達すると、前記ＵＥ２１１と現在通信中
のノードＢは、送信電力を減少させる。これは、前記ＵＥ２１１と前記現在通信中のノー
ドＢとの間にハンドオーバーが順調に遂行されるようにするためである。前記ＵＥ２１１
は、前記現在のノードＢの送信電力レベルと前記新しいノードＢの送信電力レベルを単純
合計するか加重合計する。それから、前記ＵＥ２１１は、両方のノードＢに前記合計され
た値に適するように前記ノードＢの送信電力レベルを調節することを要求する。そうする
ことによって、前記ノードＢから活性領域内のＵＥ２１１に伝送される信号の送信電力レ
ベルだけでなく、前記ＵＥ２１１から前記活性領域内のノードＢに伝送される信号の送信
電力レベルを減少させることが可能になり、従って、隣接したＵＥ間及びノードＢ間の干
渉を減少させることができる。
【００１２】
図２を参照すると、ノードＢ１ (２０１ )は、前記ＵＥ２１１に前記ＤＳＣＨ及びこれに対
応するＤＬ＿ＤＣＨを伝送する１次ノードＢ (primary Node B)であり、ノードＢ２ (２０
３ )は、前記ＵＥ２１１の位置移動によって前記ＵＥ２１１に前記ＤＬ＿ＤＣＨのみを伝
送する２次ノードＢ (secondary Node B)である。ＳＨＯ領域内に存在する前記ＵＥ２１１
に信号を伝送するノードＢの集合を“活性集合 (active set)”と称する。前記ＤＳＣＨを
受信する前記ＵＥ２１１が前記ＳＨＯ領域に位置する場合、前記ノードＢ１ (２０１ )から
は前記ＤＳＣＨ及び前記ＤＬ＿ＤＣＨを受信するが、前記ノードＢ２ (２０３ )からは前記
ＤＬ＿ＤＣＨのみを受信する時に問題が発生する。
【００１３】
ここで、前記ＤＳＣＨが前記ソフトハンドオーバーを支援しない代表的な理由は、前記Ｄ
Ｌ＿ＤＣＨに比べて前記ＤＳＣＨが相対的に高速の伝送率でデータを伝送するためであり
、従って、前記ノードＢのチャネル資源の使用が増加する。その結果、システム容量にも
影響を与えるようになる。前記ＤＳＣＨが前記ソフトハンドオーバーを支援するようにす
るためには、前記活性集合内の全てのノードＢが前記ＤＳＣＨを支援するためのアルゴリ
ズムを有するべきである。しかしながら、前記アルゴリズムを具現するためには、前記ノ
ードＢが互いに同期を合わせるべきである。さらに、前記Ｗ－ＣＤＭＡ移動通信システム
は、前記ノードＢ間の同期を知らないため、タイミングの問題が発生する可能性がある。
前記ＳＨＯを支援するために、複数のＵＥによって共有される前記ＤＳＣＨは、それぞれ
のＵＥが使用する時点に対する精巧なスケジューリングを必要とする。前記スケジューリ
ングを考慮して、前記新しいノードＢから前記ＵＥに前記ＤＳＣＨを伝送することは具現
上の問題がある。
【００１４】
前記ノードＢ１ (２０１ )及び前記ノードＢ２ (２０３ )から伝送される前記ＤＬ＿ＤＣＨは
、前記ＵＥ２１１において受信されて、軟結合 (Soft Combining)される。ここで、“軟結
合”は、相違する経路を通して前記ＵＥに受信される信号を結合することを意味する。前
記軟結合は、相違する経路を通して受信される同一の情報を合計した後、前記合計された
値を解析することによって、前記ＵＥ２１１に受信される信号に影響を与える干渉を減少
されることを目的にする。
【００１５】
前記軟結合は、前記ＵＥ２１１が同一の情報を相違するノードＢから受信する時のみに可
能である。しかしながら、前記ＵＥは、前記ノードＢから相違する情報を受信する時、軟
結合された受信情報を雑音成分として認識するので、前記信号の雑音成分が増加する結果
になる。前記ＤＬ＿ＤＣＨの解析過程において、それぞれのノードＢ２０１及び２０３か
ら前記ＵＥ２１１に伝送されるダウンリンク信号は、図１Ｂに示すＴＰＣ (１１２ )を除い
て軟結合される。前記ＴＰＣ (１１２ )が軟結合によって解析されずに別に解析される理由
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は、前記それぞれのノードＢから前記ＵＥ２１１に受信されるＴＰＣが相違するからであ
り、前記ＵＥ２１１の移動によって、前記ＵＥ２１１から前記ノードＢ１ (２０１ )に受信
される信号のレベルは高くて、前記ＵＥ２１１から前記ノードＢ２ (２０３ )に受信される
信号のレベルは低いか、または、その反対になる可能性があるからである。従って、前記
ＴＰＣ２１１は、軟結合されずに、複数のノードＢ対する別のＴＰＣアルゴリズムを通し
て解析される。
【００１６】
前述したように、前記ＴＰＣフィールド (１１２ )を除いた前記ＤＬ＿ＤＣＨの他のフィー
ルドは軟結合されるので、前記ノードＢ１ (２０１ )及び前記ノードＢ２ (２０３ )から伝送
される前記ＤＬ＿ＤＣＨのうちＴＦＣＩ部分も軟結合される。つまり、前記ノードＢ１ (
２０１ )は、前記ＵＥ２１１に前記ＤＬ＿ＤＣＨ及び前記ＤＳＣＨの両方ともを伝送する
ので、前記ＤＬ＿ＤＣＨ用のＴＦＣＩ及び前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩも伝送する。
【００１７】
前記ＴＦＣＩを伝送する方法には、前述したように、論理分割モード方法及び硬分割モー
ド方法がある。前記論理分割モード方法において、前記ＵＥ２１１は、まず、受信された
３０個のＴＦＣＩ符号化ビットを復号した後、前記ＤＣＨ用のＴＦＣＩと前記ＤＳＣＨ用
のＴＦＣＩに区別して使用する。従って、前記Ｗ－ＣＤＭＡ標準によると、前記ノードＢ
１ (２０１ )及び前記ノードＢ２ (２０３ )が相違するＲＮＣに属するとしても、前記ノード
Ｂ１ (２０１ )及び前記ノードＢ２ (２０３ )は、同一のＴＦＣＩ符号化ビットを伝送するこ
とができる。しかしながら、前記Ｗ－ＣＤＭＡシステムにおいて前記硬分割モード方法に
よって前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送する時、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの値を他のＲ
ＮＣに属するノードＢに伝送するシグナリング方法は規定されていない。従って、前記Ｕ
Ｅ２１１の活性集合内の前記ノードＢ１ (２０１ )及び前記ノードＢ２ (２０３ )が相違する
ＲＮＣに属する時、前記ノードＢ２ (２０３ )は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの値を認識す
ることができない。
【００１８】
前述したように、前記ＵＥ２１１は前記ＴＦＣＩを受信してから軟結合するので、前記ノ
ードＢ２ (２０３ )が前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送しない場合、前記ＵＥ２１１におい
て受信される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩは、前記ノードＢ１ (２０１ )から伝送されるＴＦ
ＣＩのみを含む。従って、前記ノードＢ１ (２０１ )及び前記ノードＢ２ (２０３ )から前記
ＵＥ２１１で受信された前記ＤＬ＿ＤＣＨは、軟結合された後、軟結合された値を考慮し
て前記ＵＥ２１１によって電力制御される。これに比べて、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩに
関して、前記ＵＥ２１１が前記ノードＢ１ (２０１ )のみを考慮するので、前記ＵＥ２１１
は不安定の電力で信号を受信する。この場合、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩは、正しく解析
できない可能性がある。
【００１９】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は、ＤＳＣＨを受信するＵＥがソフトハンドオーバー領域において
ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを正しく受信することができる装置及び方法を提供することにある
。
【００２０】
本発明の他の目的は、ＤＳＣＨを伝送するノードＢがソフトハンドオーバー領域において
ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを信頼できるように伝送することができる装置及び方法を提供する
ことにある。
【００２１】
本発明のまた他の目的は、ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの伝送において、ＲＮＣがＤＳＣＨを伝
送する１次ノードＢ以外のノードＢの数を考慮して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの相対的な
電力オフセットを決定し、前記決定された相対的な電力オフセットを利用して前記ＤＳＣ
Ｈ用のＴＦＣＩの送信電力を制御する装置及び方法を提供することにある。
【００２２】
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本発明のまた他の目的は、ＤＳＣＨを受信するＵＥが活性集合内の各ノードＢから共通パ
イロット信号のレベル及びパイロット信号のレベルを測定し、前記測定された値を前記Ｄ
ＳＣＨを伝送するＲＮＣに伝送することで、前記ＲＮＣによって前記ＵＥから受信された
データに基づいてノードＢから伝送される前記ＤＳＣＨの送信電力レベルを制御すること
ができる装置及び方法を提供することにある。
【００２３】
本発明のまた他の目的は、ＤＳＣＨを受信するＵＥがＵＬ＿ＤＣＨのフィードバック情報
フィールドを利用して前記１次ノードＢから伝送される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信
電力レベルを制御することができるように情報を伝送する装置及び方法を提供することに
ある。
【００２４】
本発明のまた他の目的は、ＤＳＣＨを受信するＵＥが前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電
力の制御のために使用されるデータをノードＢに伝送する前に符号化することによって、
前記データの伝送の信頼性を増加させる装置及び方法を提供することにある。
【００２５】
本発明のまた他の目的は、ＤＳＣＨを受信するＵＥが前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電
力の制御のためにＵＬ＿ＤＣＨのフィードバック情報フィールドを通して伝送されるデー
タを決定することにおいて、活性集合内の各ノードＢからの共通パイロット信号のレベル
及びパイロット信号のレベルを測定することによって決定する装置及び方法を提供するこ
とにある。
【００２６】
【課題を解決するための手段】
前記のような課題を解決するために、本発明は、ハンドオーバー領域に存在するＵＥ及び
前記ＵＥと通信できるノードＢを示す活性集合内の複数のノードＢを有する移動通信シス
テムで、選択されたノードＢから前記ＵＥに伝送されるダウンリンク共有チャネル上のデ
ータの送信形式情報を示す第２ＴＦＣＩビットの送信電力を決定する方法を提供する。前
記ノードＢは、第１ＴＦＣＩビットを含む専用チャネルデータを専用チャネルを通して前
記移動端末に伝送する。前記ノードＢのうち第１ノードＢは、前記第１ＴＦＣＩビット及
び前記第２ＴＦＣＩビットを含む専用チャネルデータを専用チャネルを通して伝送し、ダ
ウンリンク共有チャネルを通してダウンリンク共有チャネルデータを伝送する。前記第１
ノードＢからの専用チャネルフレームは複数のタイムスロットを有する。各タイムスロッ
トは、伝送データフィールド及び伝送データの送信形式情報を示すＴＦＣＩフィールドを
含み、それぞれの前記ＴＦＣＩフィールドは、前記専用チャネルを通して伝送される前記
専用チャネルデータの伝送形式情報を示す前記第１ＴＦＣＩビットが位置する第１フィー
ルド及び前記ダウンリンク共有チャネルを通して伝送される前記ダウンリンク共有チャネ
ルデータの伝送形式情報を示す前記第２ＴＦＣＩビットが位置する第２フィールドを含む
。前記第１ノードＢは、前記第２ＴＦＣＩビットの送信電力レベルを前記専用チャネルデ
ータのみを伝送するノードＢからの専用チャネルデータの送信電力と前記第１ＴＦＣＩビ
ットの送信電力との比より大きい値に決定する。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に従う好適な実施形態について添付図を参照しつつ詳細に説明する。下記の
説明において、本発明の要旨のみを明確にする目的で、関連した公知機能または構成に関
する具体的な説明は省略する。
【００２８】
図３は、ＤＳＣＨを受信するＵＥがソフトハンドオーバー領域に位置するケースにおいて
ダウンリンク信号及びアップリンク信号の流れを示す図であり、発明の理解を容易にする
ために、ＵＥの活性集合内に２つのノードＢのみが存在すると仮定する。さらに、それぞ
れのノードＢが異なるＲＮＣに属し、ＴＦＣＩは硬分割モードで伝送されると仮定する。
【００２９】
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図３において、ＲＮＳ (Radio Network System: 以下、ＲＮＳと称する )は、Ｗ－ＣＤＭＡ
標準においてＲＮＣ及び前記ＲＮＣによって制御されるノードＢを組み合わせた装置であ
る。前記ＲＮＳ  Ａ３０１は、ＲＮＣ  Ａ３０３及び前記ＲＮＣ  Ａ３０３によって制御さ
れるノードＢ１ (３０５ )を含み、ＲＮＳ  Ｂ３３１は、ＲＮＣ  Ｂ３３３及び前記ＲＮＣ  
Ｂ３３３によって制御されるノードＢ２ (３３５ )を含む。
【００３０】
図３を参照すると、ＵＥ３１１は、活性集合内にノードＢ１ (３０５ )及びノードＢ２ (３
３５ )を有する。前記ＵＥ３１１は、前記ノードＢ１ (３０５ )からＤＬ＿ＤＣＨ及びＤＳ
ＣＨ３２１をともに受信し、前記ノードＢ２ (３３５ )からＤＬ＿ＤＣＨ３２３のみを受信
する。従来技術においては、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ及び前記ＤＬ＿ＤＣＨ用のＴＦＣ
Ｉが同一の送信電力で伝送されるので、前記ＵＥ３１１が前記受信されたＤＳＣＨ用のＴ
ＦＣＩを正しく解析することができなくなる可能性があった。この時、前記ＲＮＣ  Ａ３
０３は、前記ノードＢ１ (３０５ )によって伝送される前記ＤＬ＿ＤＣＨにおいて前記ＤＳ
ＣＨ用のＴＦＣＩに送信電力オフセットを適用する。前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電
力オフセットは、前記ＲＮＣ  Ａ３０３によって決定されることもでき、前記ＤＳＣＨを
受信する前記ＵＥ３１１によって伝送される情報３２５によって決定されることもできる
。
【００３１】
前記ノードＢ１ (３０５ )によって伝送されるＴＦＣＩは、図４に示す。図４のＴＦＣＩの
値は、図３の前記ＲＮＣ  Ａ３０３によって決定される。図４において、前記硬分割モー
ドにおけるＴＦＣＩ伝送において前記ＤＬ＿ＤＣＨ用のＴＦＣＩ符号語の数と前記ＤＳＣ
Ｈ用のＴＦＣＩ符号語の数が同一であると仮定する。つまり、前記硬分割モードにおいて
、前記ＤＬ＿ＤＣＨ用のＴＦＣＩの数及び前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの数は (ｋ ,１０－ｋ
)に対して可変的であり、ここで、ｋは、前記ＤＬ＿ＤＣＨ用のＴＦＣＩの数を示し、‘
１０－ｋ’は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを示し、前記‘ｋ’の値は、１と９と間の整数
である。図４において、参照番号４０１は、前記ＤＬ＿ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩ符号語を示
し、参照番号４０３は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ符号語を示す。
【００３２】
図４は、１つの１０ｍｓラジオフレームの間に伝送されるＴＦＣＩ符号語を示す。１つの
ラジオフレームの間には３０個のＴＦＣＩ符号語が伝送され、１つのスロットにおいては
２ビットが伝送される。図３及び図４に示すように、前記ＵＥ３１１に前記ＴＦＣＩを伝
送するノードＢ２ (３３５ )は２次ノードＢであり、前記ノードＢ２ (３３５ )は前記ＤＰＣ
Ｈ用のＴＦＣＩの値は知っているが、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの値は知らない。従って
、図４に示す前記ＴＦＣＩ伝送形態において、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩが伝送されずに
、前記ＤＬ＿ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩのみが伝送される。
【００３３】
図５及び図６を参照して、図４に示す本発明の概念に関して詳細に説明する。　図５は、
Ｗ－ＣＤＭＡシステムにおいてノードＢからＵＥに伝送されるＤＬ＿ＤＣＨの送信電力を
設定する方法を示す。図５において、Ｄａｔａ１ (５０１ )及びＤａｔａ２ (５０４ )は、送
信電力Ｐ５１１で伝送され、前記送信電力Ｐ５１１は、前記ＵＥ３１１によって伝送され
るＴＰＣ (５０２ )のＱｏＳ (Quality of Service: 以下、ＱｏＳと称する )、及び前記Ｄａ
ｔａ１ (５０１ )及びＤａｔａ２ (５０４ )として伝送されるデータのＱｏＳによって決定さ
れる。前記ＴＰＣ (５０２ )、ＴＦＣＩ (５０３ )、Ｐｉｌｏｔ (５０５ )は、前記Ｄａｔａ１
(５０１ )及び前記Ｄａｔａ２ (５０４ )の送信電力Ｐ５１１に送信電力オフセットＰ o f f s e t

1 (５１２ )、Ｐ o f f s e t 2 (５１３ )、Ｐ o f f s e t 3 (５１４ )が適用されて伝送される。前記Ｐ o f f

s e t 1、Ｐ o f f s e t 2、及びＰ o f f s e t 3の値は、前記ノードＢまたは上位階層によって決定され
る。
【００３４】
前記ＴＦＣＩ (５０３ )を伝送する従来の方法は、図６Ａに示す。図６Ａを参照すると、前
記ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩ (６０１ )及び前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ (６０２ )は、前記データ
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部分の送信電力Ｐ５１１に前記上位階層によって決定される電力オフセットＰ o f f s e t 2 (５
１３ )を加算することによって決定される送信電力Ｐ＋Ｐ o f f s e t 2 (６０３ )で伝送される。
図示したように、前記ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩ (６０１ )の送信電力は、前記ＤＳＣＨ用のＴ
ＦＣＩ (６０２ )の送信電力と同一である。この場合、前記ＴＦＣＩが前記硬分割モードで
伝送され、前記ＵＥの活性集合内のノードＢが異なるＲＮＣに属する場合、前記ＵＥに受
信される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの受信電力が不足になる可能性がある。前記のような
問題点を解決する方法は、図６Ｂ及び図６Ｃに示す。
【００３５】
図６Ｂは、前記ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩ (６１１ )及び前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ (６１２ )を
異なる送信電力で伝送する方法を示す。前記ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩ (６１１ )は、従来技術
のように、前記データ部分の送信電力Ｐ５１１に前記上位階層によって決定される電力オ
フセットＰ o f f s e t 2 (５１３ )を加算することによって決定される送信電力Ｐ＋Ｐ o f f s e t 2 (
６１３ )で伝送される。しかしながら、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ (６１２ )は、送信電力
Ｐ＋Ｐ o f f s e t 2＋Ｐ o f f s e t 4で伝送され、ここで、前記電力オフセットＰ o f f s e t 4 (６１４ )
は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩのみに適用される。前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩに対する電
力オフセットＰ o f f s e t 4は、前記ＤＳＣＨを伝送するＲＮＣによって決定されることもで
き、前記ＤＳＣＨを受信するＵＥによって伝送される情報によって決定されることもでき
る。
【００３６】
図６Ｃは、ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩ (６２１ )及びＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ (６２２ )を同一の送
信電力で伝送する方法を示す。しかしながら、この方法は、前記ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩの
送信電力を図６Ｂに示す前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ (６１２ )の送信電力に合わせて伝送す
るという点で、従来の方法と相違する。つまり、前記ＴＦＣＩの送信電力は、データ部分
の送信電力Ｐに前記ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットＰ o f f s e t 2及び前記ＤＳ
ＣＨ用のＴＦＣＩ送信電力オフセットＰ o f f s e t 4を加算して決定される。この方法におい
て、前記ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩのＵＥ受信電力が多少過度になる可能性がある。しかしな
がら、１つのＤＬ＿ＤＰＣＨスロットにおいて前記ＴＦＣＩが占める部分が小さいので、
前記ＴＦＣＩ部分の過度な受信電力によって発生される干渉雑音はわずかである。一方、
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの受信電力は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを正しく解析するこ
とができるほど高いので、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの正しくない解析を防止することが
できる。
【００３７】
図３乃至図６Ｃを参照して説明した本発明を要約すると、前記ＤＳＣＨを受信するＵＥが
ハンドオーバー領域に存在し、前記ＵＥの活性集合内のノードＢが異なるＲＮＣに属し、
前記ＤＳＣＨのためのＴＦＣＩが前記硬分割モードで伝送される場合、前記１次ノードＢ
から受信される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩのＵＥ受信電力が前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを
正しく解析することができるほど高くない可能性がある。従って、前記ＤＳＣＨ用のＴＦ
ＣＩの送信電力の設定において、別途の電力オフセットを使用する。
【００３８】
前記別途の電力オフセットを決定する方法には、３つの方法がある。第１方法は、前記Ｕ
Ｅが現在の活性集合内の各ノードＢとＵＥとの間のチャネル環境情報をＵＴＲＡＮに報告
することで、前記ＵＴＲＡＮが前記ＤＳＣＨ用の電力オフセット値を決定する方法である
。第２方法は、前記ＵＥが現在の活性集合内の各ノードＢと前記ＵＥとの間のチャネル環
境情報を測定して前記ＤＳＣＨ用の電力オフセット値を決定し、前記決定された電力オフ
セット値を前記ＵＴＲＡＮに報告する方法である。第３方法は、前記ＵＴＲＡＮが前記Ｕ
Ｅの現在の活性集合内のノードＢの種類によって前記ＤＳＣＨに適用される電力オフセッ
ト値を決定する方法である。以下、前記３つの方法に関して詳細に説明する。
【００３９】
前記第１方法は、従来のＷ－ＣＤＭＡシステムにおいて使用されるサイト選択ダイバーシ
ティ (Site Selection Diversity: 以下、ＳＳＤＴと称する )信号によって決定される前記
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ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ電力オフセットを使用することによって遂行される。さらに、この
方法は、幾つかの可変的な前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ電力オフセットを使用することもで
きる。つまり、前記ＵＥによって報告される測定値以外に、前記ＵＴＲＡＮは、前記ＵＥ
の活性集合内のノードＢの数及び種類によって前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフ
セットを決定する。前記“ノードＢの数”は、前記活性集合内のノードＢの数を示し、前
記“ノードＢの種類”は、前記活性集合内のノードＢが前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢ
と同一のＲＮＣに属するか否かを示す。
【００４０】
前記ＳＳＤＴにおいて、前記ソフトハンドオーバー領域に位置したＵＥは、前記ＵＥの活
性集合内のそれぞれのノードＢに臨時識別子 (Temporary Identification)を割り当てた後
、前記ＵＥの最高の受信信号を提供するノートＢを１次送信器 (primary transmitter)と
して選択する。さらに、前記１次送信器として選択されたノードＢのみが前記ＵＥにＤＬ
＿ＤＰＤＣＨを伝送し、その他のノードＢがＤＬ＿ＤＰＣＣＨのみを伝送することによっ
て、前記ＵＥが前記活性集合内の全てのノードＢによって伝送されるＤＬ＿ＤＰＤＣＨを
同時に受信する時に発生する干渉信号が減少される。
【００４１】
前記ＳＳＤＴにおいて、前記ＤＬ＿ＤＰＤＣＨを伝送するノードＢを“１次ノードＢ”と
称し、前記１次ノードＢは、前記活性集合内の全てのノードＢから伝送される共通パイロ
ットチャネル (Common Pilot Channel: 以下、ＣＰＩＣＨと称する )の測定情報によって周
期的に更新される。つまり、前記ＳＳＤＴにおける前記１次ノードＢを更新する方法にお
いて、まず、全てのノードＢに臨時識別子を割り当てた後、前記ＵＥは、前記活性集合内
の全てのノードＢからのＣＰＩＣＨの電力レベルをモニタリングし、最高の信号レベルを
有するノードＢに割り当てられる臨時識別子をフィードバック情報 (Feedback Informatio
n: 以下、ＦＢＩと称する )を通して前記活性集合内の全てのノードＢに伝送し、前記ノー
ドＢを１次ノードＢとして選択する。前記のような過程を繰り返して、最高の信号レベル
を有するノードＢを１次ノードＢとして更新する。
【００４２】
前記ＳＳＤＴを利用して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を決定する方法において、
前記ＲＮＣまたは前記ノードＢは、前記ＵＥによって送信された臨時識別子が示すノード
Ｂが前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢを示すか否かによって、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ
に適用される電力オフセットを決定する。つまり、前記ＵＥによって伝送された前記臨時
識別子が示すノードＢが前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢを示す場合、前記ＲＮＣまたは
ノードＢは、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を前記ＤＬ＿ＤＣＨ用のＴＦＣＩの送
信電力と同一の値に決定するか、もしくは少し大きい値に決定する。反対の場合、前記Ｒ
ＮＣまたはノードＢは、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力に固定した電力オフセット
を適用する。
【００４３】
前記ＳＳＤＴを利用する送信電力決定方法において、前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢが
１次ノードＢである場合、前記ノードＢと前記ＵＥとの間のチャネルが最高の状態である
ことを意味する。この場合、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ電力オフセットを必要としないか
、もしくは少し増加した送信電力を使用する。しかしながら、前記ノードＢが１次ノード
Ｂでない場合は、前記ノードＢと前記ＤＳＣＨを受信するＵＥとの間のチャネルが不良の
状態であることを意味する。この場合、大きいＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ電力オフセット値が
必要になる。
【００４４】
さらに、前記ＳＳＤＴを利用する送信電力決定方法において、前記ＵＴＲＡＮは、前記Ｄ
ＳＣＨ用のＴＦＣＩ電力オフセットに対して固定した値を使用する。つまり、前記ＵＴＲ
ＡＮは、前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢが１次ノードＢであるか否かによって固定した
ＤＳＣＨ用のＴＦＣ電力オフセット値を使用する。また、前記固定した電力オフセットを
使用せずに、ＵＥと前記ＵＥの活性集合内のノードＢとの間のチャネル環境変化によって
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決定される可変的な電力オフセットを前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの伝送に使用することも
できる。以下、前記可変的な電力オフセットを前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩに適用する方法
を説明する。
【００４５】
前記ＤＳＣＨを受信するＵＥは、現在のＵＥと活性集合内のノードＢとの間のチャネル環
境に対する情報を前記ＵＴＲＡＮに報告する。それから、前記ＵＴＲＡＮは、前記ＵＥか
ら伝送される前記ＵＥと活性集合内のノードＢとの間のチャネル環境に対する情報、及び
前記ＵＥと前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するノードＢとの間のチャネル環境に対する
情報を受信する。前記ＵＴＲＡＮは、前記受信された情報に基づいて、前記ＵＥに前記Ｄ
ＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送しようとするノードＢによって使用される適した電力オフセッ
トを決定した後、前記ノードＢに前記決定された電力オフセット情報を伝送する。
【００４６】
前記ＵＥによって送信される情報を利用して前記ＵＴＲＡＮが前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ
の伝送に使用される電力オフセットに関する情報を決定する方法において、前記ＵＥは、
活性集合内の各ノードＢから受信される共通パイロットチャネル及びダウンリンク専用チ
ャネル (ＤＬ＿ＤＣＨ )のパイロットフィールドの信号レベルを測定して決定される値を利
用して送信情報を決定する。前記共通パイロットチャネル及び前記ダウンリンク専用チャ
ネルのパイロットフィールドに対する測定は、前記ＵＥ前記ＵＴＲＡＮに送信される情報
を決定する時に遂行される。
【００４７】
前記ＵＥによって前記ＵＴＲＡＮに送信される情報を決定する過程の一例として、前記Ｕ
Ｅは、前記ＤＳＣＨを前記ＵＥに送信するノードＢからの以前の共通パイロットチャネル
の信号レベルより現在受信される共通パイロットチャネル信号のレベルが大きい場合、前
記チャネルが良好の状況にある判断し、現在のチャネル環境に対する情報を前記ＵＴＲＡ
Ｎに伝送する。本発明に対する理解を容易にするために＜表１＞を参照して説明する。＜
表１＞において、前記ＵＥが前記ＵＴＲＡＮに伝送する情報ビットの数を６に仮定し、前
記ＵＥの活性集合内のノードＢの数を２に仮定し、前記活性集合内のノードＢは異なるＲ
ＮＣに属すると仮定する。さらに、前記現在のチャネル状態の情報は、Ｗ－ＣＤＭＡシス
テムに使用される前記ＳＳＤＴのための符号を利用すると仮定する。前記ＳＳＤＴのため
の符号を利用する代わりに、本発明によって提示された別途の符号化方法を利用すること
もできる。前記ＳＳＤＴのための符号化方法または本発明によって提示される別途の符号
化方法は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフセットを決定する第２方法において詳細
に説明する。さらに、チャネル状態に対する情報を前記ＵＴＲＡＮに伝送するＵＥがソフ
トハンドオーバー領域に最初に進入する当時の共通パイロットチャネルの信号レベルに基
づいて前記チャネル状態を決定し、それから、前記ＵＥが前記チャネル状態に対する情報
を伝送する時点の共通パイロットチャネルの信号レベルに基づいて前記チャネル状態を決
定すると仮定する。
【００４８】
【表１】
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【００４９】
＜表１＞において、前記ＵＴＲＡＮは、前記ＵＥから一定間隔で受信される現在のチャネ
ル状態を示す信号を解析して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信のために使用される電力オ
フセットを決定することもできる。さらに、前記ＵＴＲＡＮは、数回受信された情報の変
化を解析して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信のために使用される電力オフセットを決定
することもできる。＜表１＞において、前記ＵＴＲＡＮが前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩに適
用される電力オフセットの値を基準値と前記ＵＥによって測定された前記ＣＰＩＣＨの信
号レベルとの差より小さく決定する理由は、前記ＵＥに伝送される前記ＤＳＣＨ用のＴＦ
ＣＩの送信電力が急に変化することを防止するためである。必要によって、前記ＵＴＲＡ
Ｎは、前記電力オフセット値を前記ＵＥによって測定されたＣＰＩＣＨの信号レベルと基
準値との差と同一にするか、もしくは大きくすることもできる。
【００５０】
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力に適用される電力オフセット値を決定する方法のう
ち、第１方法である、前記電力オフセット値を前記ＣＰＩＣＨの信号レベルと前記基準値
との差より小さくする方法は、隣接したノードＢからの信号に影響を与える干渉信号のレ
ベルを小さくすることができる長所があるが、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力が適
した送信電力より小さいという短所がある。
【００５１】
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力に適用される電力オフセット値を決定する方法のう
ち、第２方法である、前記電力オフセット値を前記ＣＰＩＣＨ信号のレベルと前記基準値
との差と同一にする方法は、前記ＵＥで受信される信号の電力レベルの変化を適用するこ
とができるという長所があるが、前記ＤＰＣＨと前記ＣＰＩＣＨとのデータ伝送率の差を
考慮せずに前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩに適用される電力オフセットを決定するという短所
がある。
【００５２】
第３方法である、前記電力オフセット値を前記ＣＰＩＣＨ信号のレベルと前記基準値との
差より大きくする方法は、前記ＵＥに送信される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を
増加させて、前記ＵＥが適した電力で信号を迅速に受信することができるようにする。
【００５３】
＜表１＞において使用された前記ＤＳＣＨを送信するノードＢからの共通パイロットチャ
ネルの信号レベル以外に、現在のチャネル状況を判断するために前記ＵＥによって使用さ
れる測定値としては、 (i)前記活性集合内の全てのノードＢからの共通パイロット信号の
レベル、 (ii)前記活性集合内で前記ＤＳＣＨを送信する前記ノードＢからの共通パイロッ
ト信号のレベルと前記ＤＳＣＨを伝送する前記ノードＢ以外の他のノードＢからの共通パ
イロットの信号レベルのうち最高の信号レベルとの差、 (iii)前記ＤＳＣＨを伝送するノ
ードＢからの前記ＤＬ＿ＤＰＣＣＨのパイロットフィールドの信号レベル、 (iv)前記活性
集合内の全てのノードＢから送信される前記ＤＬ＿ＤＰＣＣＨのパイロットフィールドの
信号レベル、 (v)前記活性集合内で前記ＤＳＣＨを送信する前記ノードＢからの前記ＤＬ
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＿ＤＰＣＣＨのパイロット信号のレベルと前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢ以外のノード
Ｂをからの共通パイロットの信号レベルのうち最高の信号レベルとの差を使用することが
できる。
【００５４】
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを決定する方法のうち第２方法において
、前記ＵＥは、前記ＵＥと前記活性集合内のノードＢとの間のチャネル環境を測定し、前
記測定された値を利用して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを決定し、前
記決定された電力オフセット情報を前記ＵＴＲＡＮに伝送する。前記第１方法と前記第２
方法との差は、下記のようである。第１方法においては、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送
信電力オフセットがＲＮＣによって決定される。第２方法においては、前記ＵＥが現在の
チャネル状態を直接測定し、前記測定されたチャネル状態によって電力オフセットレベル
を決定し、前記決定された電力オフセット情報を前記ＵＴＲＡＮに伝送して、前記ＵＴＲ
ＡＮが前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを決定するようになる。
【００５５】
前記第２方法において、前記ＵＥは、前記ＵＥの活性集合内の各ノードＢから受信される
前記ＣＰＩＣＨの受信電力レベル及び前記ＤＬ＿ＤＰＣＣＨのパイロットフィールドの受
信電力レベルを測定することによって、前記ＵＥと各ノードＢとのチャネル環境を推定し
、前記ノードＢが前記ＤＳＣＨを送信するノードＢと同一のＲＮＣに属するか否かを決定
することによって、受信されるＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを決定する。
【００５６】
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットの決定において、前記ＵＥは、前記第１
方法において使用された前記ＳＳＤＴを利用して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オ
フセットを前記ＵＴＲＡＮに伝送することもでき、前記ＳＳＤＴにおいて使用される８つ
の符号語に相違するＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを対応させて前記ＵＴＲ
ＡＮに伝送することもでき、前記ＳＳＤＴ符号を伝送するＵＬ＿ＤＰＣＣＨのＦＢＩフィ
ールドに相違する符号語を使用して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフセットを前記Ｕ
ＴＲＡＮに伝送することもできる。
【００５７】
以下、前記ＳＳＤＴを使用して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを伝送す
る方法を説明する。図７は、前記ＵＥによって前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフ
セットを決定する方法を示し、本発明の理解を容易にするために、前記ＵＥの活性集合内
のノードＢの数を２つに仮定し、それぞれのノードＢが異なるＲＮＣに属すると仮定する
。
【００５８】
図７を参照すると、ＵＥ７１１は、ノードＢ１ (７０１ )からＤＬ＿ＤＣＨ及びＤＳＣＨを
受信し、ノードＢ２ (７０３ )からＤＬ＿ＤＣＨを受信し、前記ノードＢ１ (７０１ )及び前
記ノードＢ２ (７０３ )にＵＬ＿ＤＣＨを伝送する。前記ＵＬ＿ＤＣＨは、前記ＵＥ７１１
によって前記活性集合内の全てのノードＢに伝送される。前記ノードＢ１ (７０１ )及び前
記ノードＢ２ (７０３ )は、前記ＵＥ７１１から伝送された前記ＵＬ＿ＤＣＨを受信し、前
記受信されたＵＬ＿ＤＣＨを利用して前記ＵＥ７１１とのチャネル状態を解析する。
【００５９】
前記ＳＳＤＴを使用して前記ＵＴＲＡＮに前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセッ
トを伝送する方法において、前記ＵＥ７１１がソフトハンドオーバー領域に進入すると、
前記ＵＥ７１１は、前記ノードＢ１ (７０１ )からの共通パイロットチャネル及び前記ノー
ドＢ２ (７０３ )からの共通パイロットチャネルをともに受信し、前記受信された共通パイ
ロットチャネルの信号レベルを測定することによって前記ノードＢ１ (７０１ )及び前記ノ
ードＢ２ (７０３ )から１次ノードＢを選定する。１次ノードＢとして選択されたノードＢ
の臨時識別子は、前記ＵＥ７１１によって前記ＵＬ＿ＤＣＨのＦＢＩフィールドを通して
前記ＵＥ７１１の活性集合内の全てのノードＢに伝送される。前記活性集合内のノードＢ
のうち前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢは、自分が１次ノードＢであるか否かを判断して
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、前記ＵＥ７１１に伝送される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを決定す
る。
【００６０】
前記ＦＢＩフィールドの構造は、図８Ａに示すように、総２ビットの長さを有する。図８
Ａを参照すると、参照符号８０１は、Ｗ－ＣＤＭＡにおいて送信アンテナダイバーシティ
を使用する場合に、前記ＵＥ７１１から前記ノードＢに送信されるＳフィールドを示し、
参照符号８０３は、Ｗ－ＣＤＭＡにおいて前記ＳＳＤＴを使用する場合、前記ＵＥ７１１
から前記ノードＢに送信されるＤフィールドを示す。前記Ｓフィールド８０１は、０ビッ
トまたは１ビットの長さを有する。前記Ｓフィールド８０１が０ビットである場合、前記
送信アンテナダイバーシティは使用されない。前記Ｄフィールド８０３は、０、１、また
は２ビットの長さを有する。前記Ｄフィールド８０３が０ビットの長さを有する場合、前
記ＳＳＤＴは使用されない。前記Ｄフィールド８０３が１ビットの長さを有する場合、前
記ＳＳＤＴが前記送信アンテナダイバーシティとともに使用される。前記Ｄフィールド８
０３が２ビットの長さを有する場合、前記ＳＳＤＴは単独で使用される。前記ＳＳＤＴが
使用される場合、前記ＦＢＩフィールドで伝送される情報は、１次ノードＢを示す臨時識
別子の符号語である。
【００６１】
＜表２＞及び＜表３＞は、前記ＦＢＩフィールドの長さ及び前記ＵＥ７１１と前記ＵＥ７
１１の活性集合内のノードＢとの間のチャネル環境によって変化するＳＳＤＴ符号語を示
す。＜表２＞及び＜表３＞に示す値は、現在Ｗ－ＣＤＭＡシステムにおいて使用される符
号語である。＜表２＞及び＜表３＞に示す符号語のうち、括弧内の符号ビットは、Ｗ－Ｃ
ＤＭＡシステムにおいて使用される前記ＤＳＣＨのラジオフレームが１５個のスロットか
ら構成されているため、１つのフレーム内で伝送できない符号ビットを表示する。
【００６２】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６３】
＜表２＞は、１ビットのＦＢＩが使用される場合、つまり、前記ＳＳＤＴが送信アンテナ
ダイバーシティとともに使用される場合のＳＳＤＴ符号語を示す。
【００６４】
【表３】

10

20

30

40

(17) JP 3696204 B2 2005.9.14



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６５】
＜表３＞は、２ビットのＦＢＩが使用される場合、つまり、前記ＳＳＤＴが単独に使用さ
れる場合のＳＳＤＴ符号語を示す。
【００６６】
前記ＳＳＤＴにおいては、ＦＢＩビットの数によって＜表２＞または＜表３＞を選択し、
前記選択されたモードによって＜表２＞または＜表３＞に示す符号語を前記活性集合内の
ノードＢに割り当て、前記割り当てられた符号語を臨時識別子として使用する。さらに、
前記ＵＥ７１１が前記上位階層によって決定される周期で前記１次ノードＢを再選定し、
前記１次ノードＢの臨時識別子を前記活性集合内のノードＢに伝送する時、前記符号語が
使用される。
【００６７】
前記ＦＢＩフィールドとともに前記ＵＥ７１１によって伝送されるアップリンク専用物理
制御チャネル (Uplink Dedicated Physical Control Channel: 以下、ＵＬ＿ＤＰＣＣＨと
称する )の構造を図８Ｂに示す。図８Ｂを参照すると、参照符号８１１は、前記ＵＬ＿Ｄ
ＣＨに含まれるＵＬ＿ＤＰＣＣＨの１つのラジオフレームの構造を示す。前記ＵＬ＿ＤＰ
ＣＣＨフレームは、Ｐｉｌｏｔ (８２１ )、ＴＦＣＩ (８２２ )、ＦＢＩ (８２３ )、及びＴＰ
Ｃ (８２４ )の長さによって多様な構造を有することができる。前記Ｐｉｌｏｔ (８２１ )は
、前記ノードＢが前記ＵＥ７１１と前記ノードＢとの間のチャネル環境を推定し、前記Ｕ
Ｅ７１１から伝送される信号のレベルを測定する時に使用される。前記ＴＦＣＩ (８２２ )
は、アップリンク専用物理データチャネル (Uplink Dedicated Physical Data Channel: 
以下、ＵＬ＿ＤＰＤＣＨと称する )を通して相違する伝送率を有するトランスポートチャ
ネルが前記ノードＢに伝送されることを示すＴＦＣＩ符号語を伝送するために使用される
フィールドである。ＦＢＩフィールド (８２３ )は、前記送信アンテナダイバーシティ及び
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前記ＳＳＤＴのフィードバック情報を伝送するフィールドである。ＴＰＣ (８２４ )は、前
記ＵＥ７１１が前記活性集合内の各ノードＢから信号を受信してダウンリンク信号の電力
レベルを判断する時に使用され、対応するＴＰＣビットを伝送するフィールドである。
【００６８】
前記ＳＳＤＴを単純に利用して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを伝送す
る従来の方法において、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットが前記ＵＴＲＡ
Ｎによって決定されるか前記ＵＥによって決定されるかに関係なく、前記ＤＳＣＨ用のＴ
ＦＣＩの送信電力オフセットとして２つの送信電力オフセットのみが可能である。従って
、本発明は、前記ＵＴＲＡＮが前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを決定す
る時、前記ＵＥが前記活性集合内のノードＢと前記ＵＥとの間のチャネル環境に対する多
様な情報を伝送することができるようにし、前記ＵＥが前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信
電力オフセットを決定する時は、前記ＵＥが前記ＵＴＲＡＮに伝送される前記ＤＳＣＨ用
のＴＦＣＩの多様な送信電力オフセットを伝送することができるように、前記ＳＳＤＴ  
ＩＤ符号に前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットまたは前記ＤＳＣＨ用のＴＦ
ＣＩ送信電力オフセットの決定基準になる情報を対応させて伝送する方法を提供する。さ
らに、本発明は、前記ＵＥによって前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセット値ま
たは前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ送信電力オフセットの決定基準になる情報を伝送するにお
いて、前記ＳＳＤＴ  ＩＤ符号以外に他の符号を使用する方法を提供する。
【００６９】
従って、本発明の実施形態において、＜表１＞及び＜表２＞のＳＳＤＴ符号に、 (i)前記
ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットに対する情報、及び (ii)前記ＵＥによって測
定された、前記ＵＥと前記活性集合内のノードＢとの間のチャネル環境に対する情報を対
応させて伝送するか、または、別途の符号化モードにおいて生成された符号に、 (i)相対
的な電力オフセットに対する情報、及び (ii)前記ＵＥによって測定された、前記ＵＥと前
記活性集合内のノードＢとの間のチャネル環境に対する情報を対応させて伝送する。
【００７０】
図７に戻って、前記ＵＥ７１１は、前記ノードＢ１ (７０１ )及び前記ノードＢ２ (７０３ )
から伝送されるそれぞれの共通パイロットチャネル及びＤＬ＿ＤＣＨの専用パイロットフ
ィールドを測定し、現在測定されているノードＢの種類、つまり、現在測定されているノ
ードＢが前記ＤＳＣＨを伝送する１次ノードＢと同一のＲＮＣに属するか否かを判断し、
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩに使用される電力オフセットまたは前記ＵＥと前記活性集合内
のノードＢとの間のチャネル  情報を前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨのＦＢＩフィールドを通して
前記ノードＢ１ (７０１ )に伝送する。前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨのＦＢＩフィールドを通して
伝送される情報は、１次ノードＢでないノードＢ２ (７０３ )とは関係のない情報であるの
で、前記ノードＢ２ (７０３ )は、前記ＦＢＩフィールドを通して受信される情報を無視す
る。前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨを通して伝送された前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩに使用される電
力オフセット情報または前記ＵＥと前記活性集合内のノードＢとの間のチャネル状態情報
を受信すると、前記ノードＢ１ (７０１ )は、前記受信された前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩに
使用される電力オフセット情報を使用して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を決定す
るか、または、前記ＤＳＣＨを受信する前記ＵＥと前記活性集合内のノードＢとの間のチ
ャネル環境情報を前記ＲＮＣに伝送して、前記ＲＮＣによって決定された通り前記ＤＳＣ
Ｈ用のＴＦＣＩを前記ＵＥ７１１に伝送する。
【００７１】
＜表２＞及び＜表３＞のＳＳＤＴ符号語を利用して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩに使用され
る電力オフセット情報を伝送する場合、伝送周期は、前記ＳＳＤＴ符号語の長さ及び使用
されるＳＳＤＴ符号語の種類によって決定される。前記  伝送周期は、２ビットＦＢＩフ
ィールドが使用される時に最小値を有する。この時、＜表３＞に示すショート (short)Ｓ
ＳＤＴ符号語が使用される場合、６ビットが伝送されるべきである。前記ＳＳＤＴ符号語
は、スロット当たり２ビットから構成されるので、総３スロットが必要である。さらに、
前記伝送周期は、１ビットＦＢＩフィールドが使用される時に最大値を有する。この時、
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＜表２＞に示すロング (long)ＳＳＤＴ符号語が使用される場合、１５ビットが伝送される
べきである。前記ＳＳＤＴ符号語は、スロット当たり１ビットで構成されるので、総１５
スロット、つまり、１つのフレームが必要である。
【００７２】
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を決定する第２方法において使用される前記ＤＳＣ
Ｈ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを決定するためには、多様な要素が考慮されるべき
であり、これは、＜数式１＞のように表現される。
【００７３】
【数１】
　
　
　
【００７４】
＜数式１＞は、ソフトハンドオーバー領域における前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力
を計算するために使用される。前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを前記ＵＥ７１１に伝送する時
、前記伝送電力は、ソフトハンドオーバー領域において前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩととも
に伝送される前記ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力に、前記ＵＥの活性集合内のノードＢ
の数及び種類に基づいた電力オフセット、及び前記ＵＥと前記前記ＵＥの活性集合内のノ
ードＢとの間のチャネル環境に基づいた電力オフセットを加算することによって決定され
る。
【００７５】
＜数式１＞において、前記ＵＥ７１１がソフトハンドオーバー領域に位置しない場合、前
記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力は、前記ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力と同一にな
る。図９を参照して＜数式１＞を詳細に説明する。
【００７６】
図９は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣを伝送するノードＢの送信電力の変化を示す。特に、図
９は、時点‘ｔ’ (９５０ )で前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を決定するために要求
される要素を示す。図９において、曲線９０２は、前記ＵＥがソフトハンドオーバー領域
に位置するか否かに関係なく、前記ＵＥと前記ノードＢとの間のチャネル環境を考慮して
前記ノードＢによって送信されるべき前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を示す。前記
曲線９０２は、前記ＵＥがハンドオーバー領域に位置しない場合、前記ＤＰＣＨ用のＴＦ
ＣＩの送信電力と一致する。つまり、前記ＵＥが前記ＳＨＯ領域から離れると、前記ＤＰ
ＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力と前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力が同一になる。さら
に、曲線９０１は、前記ＵＥがソフトハンドオーバー領域‘ｔ’に含まれることによって
変化する前記ノードＢからの前記ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を示し、前記送信電力
オフセットを適用しなかった場合の曲線である。さらに、オフセット９３２は、前記ＵＥ
がソフトハンドオーバー領域に位置する時、前記ＵＥからのフィードバック情報及び前記
ＵＥの活性集合に追加されるノードＢの数及び種類によって発生する電力オフセットを示
す。前記オフセット９３２は、時点‘ｔ’ (９５０ )で前記活性集合内のノードＢの数、前
記ノードＢが前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢと同一のＲＮＣによって制御されるか否か
ということ、及び前記ノードＢから前記ＵＥに伝送される前記ＤＬ＿ＤＣＨの受信電力レ
ベルの差によって決定される。前記オフセット９３２は、１ｄＢと３ｄＢとの間の値を有
する。
【００７７】
オフセット９３３は、時点‘ｔ’ (９５０ )で前記ＵＥと前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢ
との間のチャネル環境の変化によって発生するＤＬ＿ＤＣＨの送信電力オフセットを示す
。前記オフセット９３３は、前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢからの共通パイロット信号
を解析するか、前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢから前記ＵＥに伝送されるＤＬ＿ＤＣＨ
のパイロットフィールドを別々に解析することによって計算される。前記オフセット９３
３は、主に前記ノードＢと前記ＵＥとの間の距離に依存する値であり、前記距離の４乗に
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反比例する。前記オフセット９３３は、前記活性集合内のノードＢの数が１である場合、
つまり、前記ＵＥがソフトハンドオーバー領域に位置しない場合、前記ＵＥによって伝送
される前記ＴＰＣによって計算される必要がない。しかしながら、前記活性集合内のノー
ドＢの数が２以上である場合、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣを伝送するノードＢは、前記ＤＳ
ＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力の決定において、前記ＵＥから受信される前記ＴＰＣを使用
することができない。従って、前記オフセット９３３は、前記ＵＥによって測定される値
によって計算される。
【００７８】
図９において、前記ソフトハンドオーバー領域に位置する前記ＵＥに必要な適したＤＳＣ
Ｈ用のＴＦＣＩの送信電力は、曲線９０２によって表現され、本発明は、前記ＤＳＣＨ用
のＴＦＣを伝送するノードＢが前記曲線９０２によって前記ＵＥに前記ＤＳＣＨを伝送す
ることができるようにすることが目的である。従来の技術のように、相対的な電力オフセ
ット値を使用せずに前記ＵＥが前記ソフトハンドオーバー領域に移動する場合、前記ノー
ドＢまたは前記ＲＮＣから伝送される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力曲線は、曲線
９０１になる。前記曲線９０１は、前記ＵＥが前記ソフトハンドオーバー領域に位置する
ことによって発生する軟結合によって、前記ＵＥが前記ソフトハンドオーバー領域に位置
しない場合の前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩまたは前記ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力曲線
９０２が変化した形態である。
【００７９】
さらに、曲線９０２は、前記ソフトハンドオーバー領域内の前記ノードＢと前記ＵＥとの
間のチャネル環境の変化を考慮して決定された前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ送信電力曲線で
ある。前記ソフトハンドオーバー領域でない場合、前記曲線９０２は、前記ＤＰＣＨ用の
ＴＦＣＩ及び前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を決定するために使用される。
【００８０】
本発明の実施形態において、前記ＵＥが適正のＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ電力オフセットまた
は前述のＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ電力オフセットに対する情報を計算し、前記ノードＢまた
は前記ＲＮＣに前記計算された情報を伝送することによって、前記ノードＢまたは前記Ｒ
ＮＣが前記曲線９０２を使用することができるようになる。前記適正のＤＳＣＨ用のＴＦ
ＣＩ電力オフセットを前記ＵＥから前記ノードＢに伝送する場合、前記ノードＢは、前記
ＲＮＣによる前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力が提供されなくても、前記ＤＳＣＨ用
のＴＦＣＩの送信電力を決定することができる。従って、前記ノードＢは、現在前記ＤＳ
ＣＨを受信する前記ＵＥと前記ＤＳＣＨを送信する前記ノードＢとの間のチャネル環境の
変化を迅速に反映することによって、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送することができる
という長所がある。しかしながら、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ電力オフセット情報が前記
ノードＢに伝送される場合、前記ノードＢは、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ電力オフセット
情報を前記ＲＮＣに伝送し、前記ＲＮＣによって計算された適切のＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ
送信電力値を受信する。
【００８１】
オフセット９３２は、活性集合内のノードＢから前記ＵＥに受信される前記ＤＬ＿ＤＣＨ
の受信電力レベル、及び前記活性集合内のノードＢの数及び種類に依存する。前記活性集
合内のノードＢの数は、前記ＵＥが知っている値であり、前記ノードＢの種類は、前記Ｕ
ＴＲＡＮから前記ＵＥに提供される値、または、前記ＵＥが知っている値である。さらに
、前記活性集合内の各ノードＢから伝送される前記ＤＬ＿ＤＣＨの受信電力レベルも前記
ＵＥによって計算されることができる。
【００８２】
前記オフセット９３２は、 (i)前記活性集合内のノードＢの数によって決定される軟結合
利得の最大値及び最小値を決定し、 (ii)前記活性集合内の各ノードＢから受信される前記
ＤＬ＿ＤＣＨの受信電力レベルを計算し、 (iii)前記活性集合内のノードＢのうち、前記
ＤＳＣＨを伝送するノードＢと同一のＲＮＣに属するノードＢの数を考慮してオフセット
９３２を計算する過程によって計算される。前記オフセット値９３２を計算する一例とし
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て、前記ＤＳＣＨを受信するＵＥが前記ソフトハンドオーバー領域に位置し、前記ＵＥの
活性集合の数が２であり、前記ＵＥの活性集合内の２つのノードＢのいずれか１つのノー
ドＢが前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢのＲＮＣと異なるＲＮＣに属する場合、前記オフ
セット値９３２の範囲は、前記２つのノードから受信された信号の受信電力レベル間の差
が大きい場合に１ｄＢの最小値を有し、前記２つのノードから受信された信号の受信電力
レベル間が同一である場合に３ｄＢの最大値を有する。前記オフセット値９３２の最大値
と最小値との間に選択される値は、前記ＤＳＣＨを受信する前記ＵＥが前記ＵＥの活性集
合内の各ノードＢから受信するＣＰＩＣＨまたはＤＬ＿ＤＰＣＨのパイロットフィールド
の受信電力レベルを考慮して計算されることができる。
【００８３】
オフセット９３３は、前記ＵＥと前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣを伝送するノードＢとの間のチ
ャネル環境によって決定され、前記チャネル環境は、前記ＵＥと前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ
を伝送するノードＢとの間の距離及び多重経路によるフェーディング (fading)を示す。前
記オフセット９３３を決定する方法は、多数の方法を使用することができる。第１方法は
、前記ＵＥによって受信される共通パイロットチャネル信号を利用する方法である。第２
方法は、前記ＵＥによって受信される前記ＤＬ＿ＤＣＨのパイロットチャネル信号を利用
する方法である。第３方法は、前記ＵＥによって受信される前記共通パイロットチャネル
信号及び前記ＤＬ＿ＤＣＨの専用パイロット信号をともに利用する方法である。
【００８４】
前記第１方法において、前記ＵＥは、前記活性集合内のノードＢから受信される全ての共
通パイロット信号のレベルをフレーム単位で測定し、前記測定された信号レベルを前記Ｕ
ＴＲＡＮに報告する。つまり、前記ＵＴＲＡＮは、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送する
１次ノードＢからの共通パイロット信号だけでなく、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送し
ない２次ノードＢからの共通パイロット信号を比較して、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの電
力オフセットを決定する。以下、より詳細に説明する。
【００８５】
前記ＵＥは、１つのフレーム毎に前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣを伝送するノードＢからの共通
パイロット信号のレベルを測定する。前記測定結果において、前記信号レベルが増加する
と、前記ＵＥは、前記オフセット値９３３を減少させる。しかしながら、前記信号レベル
が減少されると、前記ＵＥは、前記オフセット値９３３を増加させる。前記オフセット９
３３の初期値は、前記ＵＥが前記ソフトハンドオーバー領域に最初に進入する時に測定さ
れた共通パイロットチャネル信号レベルに基づいて決定されることができる。前記初期値
は、０ｄＢに設定されることができる。前記ＵＥが前記ソフトハンドオーバー領域に持続
的に留まっている場合、前記オフセット値９３３は、フレーム毎に測定される前記共通パ
イロットチャネル信号レベルの変化によって変化する。前記オフセット値９３３を計算す
る一例として、現在測定された前記共通パイロットチャネルの信号レベルが１つのフレー
ム以前に測定された共通パイロットチャネルの信号レベルと１ｄＢの分だけ相違する場合
、前記オフセット９３３は、１ｄＢ、０ .５ｄＢ、またはその以外の値に決定される。
【００８６】
前記共通パイロットチャネルの信号レベルの変化によるオフセット値は、前記ソフトハン
ドオーバー領域によって相違して決定され、これは、都心、副都心、及び郊外地域に区分
することができる。例えば、前記ＵＥと前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣを伝送するノードＢとの
間の距離に基づいて前記オフセット９３３を決定する時、都心である場合は、前記共通パ
イロットチャネル信号レベルは前記距離の４乗または５乗に反比例し、副都心である場合
は、前記距離の３乗に反比例し、郊外地域である場合は、前記距離の２乗に反比例する。
【００８７】
前記オフセット９３３を決定する第１方法の正確性を高めるために、前記ＵＥは、前記活
性集合内の他のノードＢからの共通パイロットチャネルの信号レベルを測定し、前記測定
された値を前記オフセット９３３の決定に使用することができる。前記測定された２つの
共通パイロットチャネル信号の差は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送する１次ノードＢ
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からの共通パイロットチャネルの信号レベルと、前記１次ンノードＢを除いた２次ノード
Ｂのうち最高の共通パイロットチャネル信号レベルを有するノードＢからの共通パイロッ
トチャネル信号レベルとの差に定義される。前記共通パイロットチャネル信号レベルの差
を利用して前記オフセット９３３を決定する方法を＜表４＞に示す。
【００８８】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８９】
＜表４＞は、共通パイロットチャネル (ＣＰＩＣＨ )信号間のレベル差を利用してオフセッ
トを決定する方法を示す。＜表４＞において、前記共通パイロットチャネル信号差が以前
のフレームにおいて測定された共通パイロット信号差より増加したことは、前記ＤＳＣＨ
用のＴＦＣＩを伝送するノードＢと前記ＵＥとの間の距離が遠くなったか、または、前記
ＵＥによって測定された前記活性集合内の他のノードＢからの共通パイロット信号のレベ
ルが変化したことを意味する。従って、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するノードＢか
らの共通パイロットチャネルの信号レベルが減少した場合、前記ＵＥは、以前のフレーム
において適用された前記オフセット９３３より増加したオフセットを使用する。しかしな
がら、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するノードＢからの共通パイロットチャネルの信
号レベルの変化がない場合、これは、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送しないノードＢか
らの共通パイロットチャネル信号が変化したことを意味する。前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ
を伝送しないノードＢからの共通パイロットチャネル信号の変化は前記ＤＳＣＨ用のＴＦ
ＣＩの送信電力の設定と関係ないので、以前のフレームにおいて適用された前記オフセッ
ト９３３をそのまま使用する。
【００９０】
前記２つの共通パイロットチャネルの信号レベル間の差を利用する方法において、前記オ
フセット９３３の初期値としては、前記ＵＥが前記ソフトハンドオーバー領域に最初に進
入した時に測定された値を設定することができる。前記初期値は１０ｄＢになることがで
きる。
【００９１】
前記オフセット９３３を決定する第２方法は、前記ＵＥで受信される前記ＤＬ＿ＤＣＨの
パイロット信号のレベルを使用することである。
【００９２】
前記オフセット９３３を決定する方法において、前記共通パイロット信号を利用する第１
方法は、測定周期が１つのフレームであることでチャネル環境が頻繁に変化する場合、前
記チャネル環境の変化を適切に反映することができない。前記チャネル環境の変化を迅速
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に反映する必要があり、前記ＳＳＤＴ符号の更新周期が短い場合、前記ＤＬ＿ＤＣＨの専
用パイロットチャネルの信号レベルを測定する方法は、前記オフセット９３３を決定する
第１方法と同一である。つまり、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣを伝送するノードＢからの前記
ＤＬ＿ＤＣＨのパイロットチャネルの信号レベルが増加した場合、以前のフレームに適用
されたオフセット９３３より小さいオフセットを使用する。それに比べて、前記ＤＬ＿Ｄ
ＣＨのパイロットチャネルの信号レベルが減少すると、前記以前のフレームに適用された
前記オフセット９３３より大きいオフセットを使用する。前記オフセット９３３を決定す
る第２方法も、信頼度を高めるために前記活性集合内の他のノードＢから受信された前記
ＤＬ＿ＤＣＨのパイロットチャネルの信号レベルを利用することができ、その原理は、前
記オフセット９３３を決定する第１方法の原理と同一である。
【００９３】
前記オフセット９３３を決定する第１方法は、前記チャネル環境の変化がわずかであるか
、前記ＳＳＤＴ符号の更新周期が比較的に長い場合に適合であり、前記オフセット９３３
を決定する第２方法は、前記チャネル環境の変化が著しいか、前記ＳＳＤＴ符号の更新周
期が比較的に短い場合に適合である。従って、前記第１方法及び前記第２方法の長所をま
とめて第３方法において使用することができる。以下、前記オフセット９３３を決定する
第３方法の一例を説明する。本発明の理解を容易にするために、前記ＳＳＤＴ符号の長さ
が１０ビットであり、前記ＦＢＩフィールドのＤフィールドの長さが２ビットであり、相
対的な電力オフセットの更新周期が５スロットであると仮定する。
【００９４】
前記第３方法において、前記ＵＥは、５スロットの間にスロット毎に前記ＤＬ＿ＤＣＨの
パイロットチャネルの信号レベルを測定し、最近に測定した値から前記測定された信号レ
ベルに加重値を適用することによって前記オフセット９３３を計算し、前記ＤＳＣＨ用の
ＴＦＣＩに適用される相対的な電力オフセットを計算し、次の５スロットにわたって前記
ＤＳＣＨを伝送するノードＢに前記計算された相対的な電力オフセットを伝送する。前記
相対的な電力オフセットを２回伝送した後、３回目に相対的な電力オフセットを伝送する
時、前記ＵＥは、前記共通パイロット信号レベルに基づいて決定された前記オフセット９
３３を使用して前記相対的な電力オフセットを決定し、前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢ
に前記決定された相対的な電力オフセットを伝送する。これは、前記ＤＬ＿ＤＣＨを通し
て伝送されるパイロットビットの数が前記共通パイロットチャネルのビットの数より小さ
いので、実際のチャネル環境が適切に反映できなかった場合を考慮して前記相対的な電力
オフセットを補正するためである。この場合、前記共通パイロットチャネルを使用して前
記電力オフセットを補正する周期は、前記ＵＥ及び前記ノードＢの上位階層が以前に同意
した周期に変更することができる。
【００９５】
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを決定するために前記ＵＥによって前記
ＤＳＣＨを伝送するノードＢに伝送される実際のオフセット値は、前記ＤＳＣＨを受信す
るＵＥからのフィードバック情報、及び前記ＵＥの活性集合内のノードＢの数及び種類に
よって決定される前記オフセット９３２と、前記ＵＥと前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣを伝送す
るノードＢとの間のチャネル環境の変化によって決定されるオフセット９３３との和であ
る。前記オフセット９３２と前記オフセット９３３との和を前記ＵＥによって前記ＤＳＣ
Ｈ用のＴＦＣＩの送信電力を設定するために伝送される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信
電力オフセットに定義する場合、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ送信電力オフセットは、＜表
５＞に示すように設定されることができる。
【００９６】
【表５】
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【００９７】
＜表５＞において使用される符号は、前記ＳＳＤＴ  ＩＤ符号のうち１ビットＦＢＩに使
用されるショート符号と同一である。＜表５＞において、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ送信
電力オフセットは、前記ＤＳＣＨを受信するＵＥからのフィードバック情報、及び前記Ｕ
Ｅの活性集合内のノードＢ種類及び数によって決定された１ｄＢ乃至３ｄＢのオフセット
を考慮し、前記チャネル環境の変化をさらに考慮して決定される。＜表５＞に示す値は、
本発明によって決定される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ送信電力オフセットの一例である。
＜表５＞に示す８つのオフセット値のうち、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣを伝送するノードＢ
に伝送される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ送信電力オフセットは、前記オフセット９３２と
前記オフセット９３３とを合計し、前記合計された値を四捨五入して最も近似した値を選
択することによって決定される。前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ送信電力オフセットを受信す
ると、前記ノードＢは、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ送信電力オフセットを、前記ＤＳＣＨ
用のＴＦＣＩ送信電力の更新周期の間に使用するか、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送す
る最初のスロットを伝送するために初期値として使用する。それから、前記ノードＢは、
前記ＵＥによって伝送されたＴＰＣを使用して、次のスロットから前記ＤＳＣＨ用のＴＦ
ＣＩの送信電力を調整することができる。
【００９８】
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を決定するための電力オフセット値を伝送する方法
において、前記ＳＳＤＴ符号を使用する既存の方法以外に、別途の符号化方法を利用する
ことができる。別途の符号化方法は２つに分けることができ、第１方法は、 (Ｎ ,３ )符号
を利用方法であり、第２方法は、 (Ｎ ,４ )符号を利用する方法である。
【００９９】
以下、本発明の実施形態による (Ｎ ,３ )符号及び (Ｎ ,４ )符号が同時に生成できる符号器及
び復号器に関して説明する。前記 (Ｎ ,３ )符号及び前記 (Ｎ ,４ )符号は、前記ＵＥに伝送さ
れる前記ＤＳＣＨの送信電力の相対的な電力オフセットに適用されることができる。前記
相対的な電力オフセットの段階の数が少なくても構わない場合は、 (Ｎ ,３ )符号が使用さ
れる。しかしながら、前記相対的な電力オフセットの段階の数が多くなるべきである場合
は、 (Ｎ ,４ )符号が使用される。前記 (Ｎ ,３ )符号及び前記 (Ｎ ,４ )符号のうちどの符号を
使用するかを判断する根拠としては、多数の根拠を採用することができる。前記判断根拠
の一例として、前記ＤＳＣＨを受信するＵＥが前記ソフトハンドオーバー領域に位置する
場合、前記活性集合内のノードＢの数によって (Ｎ ,３ )符号を使用するか、 (Ｎ ,４ )符号を
使用するかが決定される。前記活性集合内のノードＢの数が少ない場合は前記 (Ｎ ,３ )符
号が使用され、前記活性集合内のノードＢの数が多い場合は前記 (Ｎ ,４ )符号が使用され
る。

10

20

30

40

50

(25) JP 3696204 B2 2005.9.14



【０１００】
図１０は、本発明の実施形態によるＵＥアルゴリズムを示す。図１０を参照すると、参照
番号１００１は、シンプレックス (simplex)符号器である。前記シンプレックス符号器１
００１は、１次リードマラー (Reed Muller)符号から１番目の列を穿孔 (puncturing)する
ことによってシンプレックス符号語を生成する。 (２ k－１ ,ｋ )１次リードマラー符号から
生成されるシンプレックス符号語は、 (２ k－１ ,ｋ )の形態を有する。前記 (Ｎ ,３ )符号を
生成するためには、 (７ ,３ )シンプレックス符号語が必要であり、前記 (Ｎ ,４ )符号を生成
するためには (１５ ,４ )シンプレックス符号語が必要である。＜表６＞は、 (８ ,３ )１次リ
ードマラー符号を示し、１番目の列を穿孔すると、前記 (８ ,３ )１次リードマラー符号は (
７ ,３ )シンプレックス符号語になる。
【０１０１】
【表６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０２】
＜表７＞は、 (１６ ,４ )１次リードマラー符号を示し、１番目の列を穿孔すると、前記 (１
６ ,４ )１次リードマラー符号は (１５ ,４ )シンプレックス符号語になる。
【０１０３】
【表７】
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【０１０４】
図１１は、＜表６＞及び＜表７＞に示す１次リードマラー符号を穿孔することによってシ
ンプレックス符号語を生成する符号器を示す。前記シンプレックス符号語を生成するため
の符号化アルゴリズムは、＜表６＞及び＜表７＞に示すシンプレックス符号語を貯蔵する
メモリに置き換えることもできる。
【０１０５】
図１１を参照すると、参照番号１１０１は、１次リードマラー符号Ｗ１、Ｗ２、Ｗ４、及
びＷ８を生成する１次リードマラー発生器を示す。前記Ｗ１、Ｗ２、Ｗ４、及びＷ８は、
１次リードマラーベーシス (basis)符号であり、前記１次リードマラーベーシス符号Ｗ０
、Ｗ１、…、Ｗ１５を生成するために使用される。前記Ｗ１、Ｗ２、Ｗ４、及びＷ８の最
左の符号ビット‘０’は穿孔される。前記穿孔された１次リードマラー符号は、前記シン
プレックス符号を生成するために使用される。前記ベーシス符号Ｗ８は、 (Ｎ ,４ )符号の
ために追加に使用される。乗算器１１１１、１１１２、１１１３、１１１４は、入力情報
ビットと穿孔された (Ｎ ,４ )を乗算して、穿孔されたＷｊ (ｊ =0、 1、…、 15)符号を生成す
るために必要な穿孔された１次リードマラーベーシス符号を選択する動作を遂行する。例
えば、前記入力情報ビットａ３、ａ２、ａ１、ａ０が‘１１０１’である場合、前記１次
リードマラー符号発生器は、前記穿孔された１次リードマラーベーシス符号Ｗ８及びＷ１
を選択することによって、前記入力情報ビットによって表現される十進数１３に対応する
符号Ｗ１３を生成する。
【０１０６】
スイッチ１１０３は、 (Ｎ ,４ )符号を生成するためのシンプレックス符号を生成する時に
使用され、 (Ｎ ,３ )符号を生成するためのシンプレックス符号を生成する時は使用されな
い。合計器１１０５は、前記入力情報ビットによって選択された１次リードマラーベーシ
ス符号を合計することによって、前記入力情報ビットに対応する１次リードマラー符号を
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生成する。
【０１０７】
前記シンプレックス符号器１００１から出力されたシンプレックス符号は、インターリー
バ１００２に入力される。前記インターリーバ１００２は、特定のパターンによって前記
受信されたシンプレックス符号を列置換 (column permutation)する。前記列置換されたシ
ンプレックス符号は、特定のパターンを有し、前記特定のパターンは、Ｎ個の符号シンボ
ルが反復されても長さＮに対して最適の性能を有する符号になることである。  (Ｎ ,３ )符
号を生成するために前記インターリーバ１００２によって使用された列置換のパターンは
、＜数式２＞によって表現される。
【０１０８】
【数式２】
　
　
　
　
【０１０９】
前記列置換は、前記受信されたシンプレックス符号を加重値分布 (Weight Distribution)
によって再配列したことである。前記列置換において、Ｓｊ (j=0,… , 7)は、 (７ ,３ )シン
プレックス符号のｊ番目のシンボルを示す。前記パターンによって再配列されたシンプレ
ックス符号は反復されて長さＮの分だけ分割されても、前記長さＮに対して最適の性能を
有する符号になる。 (Ｎ ,４ )符号を生成するために前記インターリーバ１００２によって
使用される列置換のパターンは、＜数式３＞のようである。
【０１１０】
【数式３】
　
　
　
　
【０１１１】
前記 (Ｎ ,４ )符号を生成するための列置換は、Ｎ値が５、２０、３５、５０…、つまり、
Ｎ  ｍｏｄ  １５＝５である場合を除いて、全てのＮ値に対して最適の性能を有する (Ｎ ,４
)符号を生成する。Ｎ  ｍｏｄ  １５＝５である場合、最適の符号と最小距離が１の分だけ
相違する (Ｎ ,４ )符号を生成する。
【０１１２】
前記インターリーバ１００２から出力された前記列置換された (７ ,３ )シンプレックス符
号または (１５ ,４ )シンプレックス符号は、反復器１００３に入力される。前記反復器１
００３は、列置換された (７ ,３ )シンプレックス符号または (１５ ,４ )シンプレックス符号
を前記制御器１００４の制御によって反復させる。前記制御器１００４は、Ｎ値によって
前記入力されたシンプレックス符号を反復することによってＮ個のシンプレックス符号を
出力するように前記反復器１００３を制御する。
【０１１３】
前記反復器１００３及び前記制御器１００４の動作に対する理解を容易にするために、前
記列置換された (７ ,３ )シンプレックス符号で (１５ ,３ )符号を生成する過程を説明する。
前記反復器１００３は、前記列置換された (７ ,３ )シンプレックス符号をＳ１、Ｓ２、Ｓ
４、Ｓ７、Ｓ３、Ｓ５、Ｓ６、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ４、Ｓ７、Ｓ３、Ｓ５、Ｓ６…の順で反復
し、前記制御器１００４は、Ｎ＝１５によってＳ１、Ｓ２、Ｓ４、Ｓ７、Ｓ３、Ｓ５、Ｓ
６、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ４、Ｓ７、Ｓ３、Ｓ５、Ｓ６、Ｓ１のみを出力するように前記反復器
１００３を制御する。
【０１１４】
図１２は、図１０の (Ｎ ,３ )符号及び (Ｎ ,４ )符号を生成する符号器に対応する復号器の構
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造を示す図である。図１２を参照すると、図１０の前記反復器１００３から出力された (
Ｎ ,３ )符号または (Ｎ ,４ )符号は、前記復号器の最初の過程において累積器１２０１に入
力される。前記累積器１２０１は、制御器１２０２によって制御される。前記制御器１２
０２は、 (Ｎ ,３ )符号が使用されたか (Ｎ ,４ )符号が使用されたかを判断する。 (Ｎ ,３ )符
号が使用された場合、前記制御器１２０２は、前記入力された (Ｎ ,３ )符号のシンボルを
７つの単位に分割して、前記累積器１２０１によって前記反復されたシンボルが反復的に
累積されるように前記累積器１２０１を制御し、 (Ｎ ,４ )符号が使用された場合は、前記
入力された (Ｎ ,４ )符号のシンボルを１５個の単位に分割して、Ｎ個のシンボルが前記累
積器１２０１によって反復的に累積されるように前記累積器１２０１を制御する。前記累
積器１２０１によって累積された (Ｎ ,３ )符号または (Ｎ ,４ )符号は、 (７ ,３ )シンプレッ
クス符号または (１５ ,４ )シンプレックス符号に変換される。前記累積器１２０１から出
力された (７ ,３ )シンプレックス符号または (１５ ,４ )シンプレックス符号は、デインター
リーバ (deinterleaver)１２０３に入力される。前記デインターリーバ１２０３は、図１
０のインターリーバ１００２によって遂行された列置換の動作を逆に遂行して、前記入力
された (７ ,３ )シンプレックス符号または (１５ ,４ )シンプレックス符号を元のシンプレッ
クス符号シンボルに変換する。前記 (７ ,３ )符号に対する逆列置換を＜数式４＞によって
表現する。
【０１１５】
【数式４】
　
　
　
　
前記 (１５ ,４ )符号に対する逆列置換を＜数式５＞によって表現する。
【０１１６】
【数式５】
　
　
　
　
【０１１７】
前記ディインターリーバ１２０３によって逆列置換された (７ ,３ )シンプレックス符号ま
たは (１５ ,４ )シンプレックス符号は、０挿入器１２０４に提供される。前記０挿入器１
２０４は、前記入力された (７ ,３ )シンプレックス符号の最左側の符号シンボルの前に０
を挿入して、前記 (７ ,３ )シンプレックス符号を (８ ,３ )１次リードマラー符号に変換し、
前記入力された (１５ ,４ )シンプレックス符号の最左側の符号シンボルの前に０を挿入し
て、前記 (１５ ,４ )シンプレックス符号を (１６ ,４ )１次リードマラー符号に変換する。
【０１１８】
ＩＦＨＴ (Inver Fast Hadamard Transform)１２０５は、前記入力された (８ ,３ )１次リー
ドマラー符号または (１６ ,４ )１次リードマラー符号に対してＩＦＨＴを遂行して、前記 (
８ ,３ )１次リードマラー符号または前記 (１６ ,４ )１次リードマラー符号を図１０のシン
プレックス符号器１００１に提供された元の情報ビットに復号する。前記ＩＦＨＴ１２０
５は、前記１次リードマラー符号を迅速に復号することができ、前記１次リードマラー符
号を復号するハードウェア構造の複雑性も減少させる。
【０１１９】
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力に対する情報を伝送する方法において、前記ＤＳＣ
Ｈ用のＴＦＣＩの送信電力に対する情報を伝送するＵＥが前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送
信電力オフセットを直接決定する場合、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力に対する情
報は前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットになることができる。前記ＤＳＣＨ
用のＴＦＣＩの送信電力を前記ＲＮＣによって決定する場合、前記ＵＥによって伝送され
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る前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力に対する情報は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送
信電力オフセットを決定するための情報になることができる。
【０１２０】
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を決定する第１方法及び第２方法を再び説明すると
、下記のようである。
前記第１方法において、前記ＵＴＲＡＮ (特に、ＲＮＣ )は、前記ＵＥから伝送されるフィ
ードバック情報及び前記ＲＮＣが知っている前記ＵＥの活性集合内のノードＢの数及び種
類を考慮して、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を決定する。第２方法において、前
記ＵＥは、前記ＵＥの活性集合内のノードＢの数及び種類、及び前記ＵＥによって測定さ
れた情報、例えば、前記活性集合内のノードＢからの共通パイロット信号のレベルのよう
な情報を利用して、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ送信電力オフセットを決定し、前記ノード
Ｂまたは前記ＲＮＣに前記決定された電力オフセット情報を伝送することによって、前記
ノードＢ及び前記ＲＮＣは前記受信された電力オフセットに基づいて前記ＤＳＣＨ用のＴ
ＦＣＩの送信電力を決定するようになる。
【０１２１】
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を決定する第１方法及び第２方法以外に、第３方法
がある。前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を決定する第３方法において、前記ＵＴＲ
ＡＮ (特に、ＲＮＣ )は、前記ＵＥからの前記フィードバック情報を利用せず、自分が知っ
ている値を使用して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を決定する。前記ＤＳＣＨ用の
ＴＦＣＩの送信電力の決定において前記ＲＮＣによって使用される情報は、 (i)前記ＤＳ
ＣＨを受信する前記ＵＥの活性集合内のノードＢの数及び種類、 (ii)前記ＵＬ＿ＤＰＤＣ
Ｈを通して前記ＵＥによって周期的に報告される前記活性集合内のノードＢの数及び種類
、 (iii)前記ＵＬ＿ＤＰＤＣＨを通して前記ＵＥによって周期的に報告される前記活性集
合内のノードＢからの共通パイロット信号のレベルを含む。前記第３方法は、前記ＵＴＲ
ＡＮが前記ＵＥから前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨを通して前記フィードバック情報を受信する必
要がないので、前記ＵＥは、前記情報、つまり、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力の
ためのオフセット値を計算する必要がなく、従って、前記ＵＥハードウェアの複雑度が減
少するという長所がある。しかしながら、前記ＵＴＲＡＮは、前記ＵＥからのフィードバ
ック情報を利用せず、前記ＵＬ＿ＤＰＤＣＨを通して前記ＵＥによって周期的に報告され
る情報に依存するので、前記ＤＳＣＨを受信するＵＥと前記ＤＳＣＨを伝送するノードＢ
との間の信号伝送環境の変化を迅速に反映することができない。これは、前記ＵＥによっ
て前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨを通して伝送されるＴＰＣ、ＴＦＣＩ、及びＦＢＩのような制御
命令語とは異なって、前記ＵＬ＿ＤＰＤＣＨを通して前記ＵＥによって伝送されるシグナ
リング情報の処理時間が長いからである。
【０１２２】
図１３は、本発明の実施形態による多重経路受信機能を支援するＵＥの受信器の構造を示
す図である。前記“多重経路 (multi-path)”は、前記ＵＥがソフトハンドオーバー領域に
位置しない場合、前記ノードＢから伝送される信号が前記ＵＥによって直接受信されるか
、障害物にぶつかって間接的に受信される経路を称する。さらに、前記ＵＥがソフトハン
ドオーバー領域に位置する場合、前記活性集合内のノードＢから伝送される前記信号を前
記ＵＥが受信する経路を称する。
【０１２３】
図１３を参照すると、ＲＦ (Radio Frequency)モジュール１３０２は、アンテナ１３０１
を通して前記ＵＥの活性集合内の各ノードＢから伝送されるＲＦ信号を受信し、搬送波に
よって搬送される前記ＲＦ信号を基底帯域または中間周波数 (Intermediate Frequency)帯
域の信号に変換する。前記ＲＦモジュール１３０２の出力は、復調器１３０３によって復
調された後、デスクランブラー＃１ (descrambler)１３１０乃至デスクランブラー＃ｎ１
３３０によってデスクランブリングされる。前記デスクランブラーの数は、前記ＵＥが同
時にデスクランブリングすることのできるダウンリンクスクランブリング符号 (scramblin
g code)の数によって決定される値であり、前記値は、製造会社によって相違することが

10

20

30

40

50

(30) JP 3696204 B2 2005.9.14



ある。前記“ダウンリンクスクランブリング符号”は、Ｗ－ＣＤＭＡ方式において前記ノ
ードＢを識別するために使用される符号である。図１３において、本発明に対する理解を
容易にするために、前記デスクランブラー＃１ (１３１０ )は、前記活性集合内に前記ＤＳ
ＣＨを送信しないノードＢ＃１からの信号をデスクランブリングするために使用され、前
記デスクランブラー＃ｎ (１３３０ )は、前記ＤＳＣＨを送信するノードＢからの信号をデ
スクランブリングするために使用されると仮定する。
【０１２４】
前記デスクランブラー＃１ (１３１０ )の出力は、逆拡散器 (despreader)＃１ (１３１１ )に
提供され、ノードＢ送信器でダウンリンクチャネルと掛けられたウォルシュ符号に対応す
るウォルシュ符号と掛けられることによって、前記ダウンリンクチャネルを区別する。Ｗ
－ＣＤＭＡ方式において、前記チャネルを区別するために使用されたウォルシュ符号を“
ＯＶＳＦ (Orthogonal Variable Spreading Factor)符号を称し、その長さは、前記チャネ
ルのデータ伝送率によって決定される。前記逆拡散器＃１ (１３１１ )の出力は、ダウンリ
ンク共通チャネル (Downlink Common Channel)信号、ダウンリンク専用チャネル (Downlink
 Dedicated Channel)信号、ダウンリンク共通パイロットチャネル (Downlink common Pilo
t Channel)信号になることができる。前記“ダウンリンク共通チャネル信号”は、前記ノ
ードＢのシステム情報を伝送する同報通信チャネル (Broadcasting Channel:ＢＣＨ )、前
記ＵＥにシグナリング情報を伝達するページングチャネル (Paging Channel: ＰＣＨ )また
は順方向接近チャネル (Forward Access Channel:ＦＡＣＨ )になることができる。さらに
、前記“ダウンリンク専用チャネル”は、前記ノードＢ＃１と前記ＵＥとの間のチャネル
環境の変化に関する情報を前記ＵＥに伝送する専用チャネルを示す。
【０１２５】
前記逆拡散器＃１ (１３１１ )から出力された共通パイロットチャネルは、共通パイロット
チャネル推定器１３１２に提供される。前記共通パイロットチャネル推定器１３１２は、
前記ノードＢ＃１と前記ＵＥとの間にチャネル環境の変化によって、前記受信された信号
の位相変化及び前記共通パイロット信号のレベルを推定する。前記共通パイロットチャネ
ル推定器１３１２によって推定された前記ノードＢからの信号の位相は、位相補償器１３
１３に提供され、前記位相補償器１３１３は、前記ノードＢから前記ＵＥに受信された前
記ダウンリンク専用チャネルの位相を補償する。前記  位相補償器１３１３によって推定
された前記共通パイロット信号のレベルは、ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５
０に提供され、前記ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０は、前記提供された情
報に基づいてダウンリンク送信電力命令情報またはダウンリンクチャネル情報を生成する
。
【０１２６】
逆多重化器１３１４は、前記位相補償器１３１３から位相が補償されて出力されたダウン
リンク専用チャネル信号を時分割多重化した形態でダウンリンク専用物理データチャネル
(ＤＬ＿ＤＰＤＣＨ )とダウンリンク専用物理制御チャネル (ＤＬ＿ＤＰＣＣＨ )に逆多重化
する。前記逆多重化器１３１４の出力は、ダウンリンク専用チャネルデータフィールド、
ＴＦＣＩ、専用チャネルパイロット、及びＴＰＣを含む。前記ダウンリンク専用チャネル
データは、デインターリーバ１３１５によってデインターリービングされて復号器１３１
６に提供される。前記復号器１３１６は、前記デインターリービングされたデータをチャ
ネル符号化される以前のデータに復号してＵＥの上位階層に伝送する。前記逆多重化器１
３１４から出力された前記ＴＦＣＩは、１つのフレームの間に受信された後、１つのフレ
ームの間に伝送された符号語に加算される。前記加算されたデータは、前記ＤＬ＿ＤＰＤ
ＣＨを通して伝送された相違する伝送率を有するトランスポートチャネルの解析に使用さ
れる。前記逆多重化器１３１４から出力された専用チャネルパイロットは、専用チャネル
パイロット推定器＃１ (１３１７ )に提供され、前記専用チャネルパイロット推定器＃１ (
１３１７ )は、前記受信された専用チャネルパイロットの信号レベルを測定する。前記専
用チャネルパイロット推定器＃１ (１３１７ )から推定されて出力された専用チャネルパイ
ロットの信号レベルは、ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０に提供され、前記
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ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０は、前記提供された情報に基づいてダウン
リンク送信電力命令情報またはダウンリンクチャネル情報を生成する。前記逆多重化器１
３１４から出力されたＴＰＣは、ＵＥのアップリンク信号電力を制御するために前記ノー
ドＢ＃１によって伝送されたアップリンク電力制御命令語である。前記ＴＰＣは、前記Ｕ
Ｅによって伝送されるアップリンク送信電力制御命令として使用される同時に、前記ダウ
ンリンク送信電力制御命令生成器１３５０に入力され、前記ダウンリンク送信電力制御命
令生成器１３５０は、前記受信されたＴＰＣに基づいてダウンリンク送信電力命令情報を
生成する。
【０１２７】
デスクランブラー＃ｎ１３３０は、前記ノードＢ＃ｎから伝送されたダウンリンク信号を
前記デスクランブラー＃１ (１３１０ )と同一の方式でデスクランブリングする。前記デス
クランブラー＃ｎ１３３０の出力は、前記逆拡散器＃ｎ１３３１に提供され、共通パイロ
ットチャネル信号、ダウンリンク専用チャネル信号、ダウンリンク共通チャネル信号、及
びダウンリンク共有チャネル信号にデスクランブリングされる。前記逆拡散器＃ｎ１３３
１は、前記逆拡散器＃１ (１３１１ )と同一の動作原理を有する。前記逆拡散器＃ｎ１３３
１から出力された共通パイロットチャネルは共通パイロットチャネル推定器＃ｎ１３３２
に提供され、前記共通パイロットチャネル推定器＃ｎ１３３２は、前記ＵＥと前記ノード
Ｂ＃ｎとの間のチャネル環境による位相変化を前記位相補償器１３３３に出力する。さら
に、前記共通パイロットチャネル推定器＃ｎ１３３２から出力された前記共通パイロット
チャネルの信号レベルが前記ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０に提供され、
前記ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０は、前記受信された信号レベルの基づ
いてダウンリンク送信電力命令情報またはダウンリンクチャネル情報を生成する。前記共
通パイロットチャネル推定器＃ｎ１３３２は、前記共通パイロットチャネル推定器＃１と
同一の動作原理を有する。前記逆拡散器＃ｎ１３３１から出力されたダウンリンク専用チ
ャネル信号は、前記位相補償器１３３３及び前記逆多重化器１３３４を通して、ＴＰＣ、
専用チャネルパイロット、ダウンリンク専用チャネルデータフィールド、及びＴＦＣＩに
分離される。
【０１２８】
前記位相補償器１３３３は、前記位相補償器１３１３と同一の動作原理を有する。前記逆
多重化器１３３４は、前記逆多重化器１３１４と同一の動作原理を有する。前記ダウンリ
ンク専用データフィールドは、デインターリーバ１３３５によってデインターリービング
された後、復号器１３３６に提供される。前記復号器１３３６は、前記デインターリービ
ングされたデータをチャネル符号化される以前のデータに復号し、前記復号したデータを
ＵＥの上位階層に伝送する。前記逆多重化器１３３４から出力されたＴＦＣＩは、一つの
フレームの間に受信された後、１つのフレームの間に伝送された符号語に加算される。前
記加算されたデータは、前記ＤＬ＿ＤＰＤＣＨをとして伝送された相違する伝送率を有す
るトランスポートチャネルの解析に使用される。前記逆多重化器１３３４から出力された
専用チャネルパイロットは、専用チャネルパイロット推定器＃ｎ１３３７に提供され、前
記専用チャネルパイロット推定器＃ｎ１３３７は、前記受信された専用チャネルパイロッ
トの信号レベルを測定する。前記専用チャネルパイロット推定器＃ｎ１３３７は、前記専
用チャネルパイロット推定器＃１ (１３１７ )と同一の動作原理を有する。前記専用チャネ
ルパイロット推定器＃ｎ１３３７から推定されて出力された専用チャネルパイロットの信
号レベルは、前記ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０に提供され、前記ダウン
リンク送信電力制御命令生成器１３５０は、前記提供された情報に基づいてダウンリンク
送信電力命令情報またはダウンリンクチャネル情報を生成する。
【０１２９】
前記逆多重化器１３１４から出力されたＴＰＣは、前記ＵＥのアップリンク信号電力を制
御するために前記ノードＢ＃１によって伝送されたアップリンク電力制御命令語である。
前記ＴＰＣは、前記ＵＥによって伝送されたアップリンク送信電力制御命令として使用さ
れる同時に、前記ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０に提供され、前記ダウン
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リンク送信電力制御命令生成器１３５０は、前記受信されたＴＰＣの基づいてダウンリン
ク送信電力制御命令情報を生成する。前記逆拡散器＃ｎ１３３１から出力されたダウンリ
ンク共通チャネル信号は、同報通信チャネル及び順方向接近チャネルを含む。前記同報通
信チャネルは、システム情報を伝送し、前記順方向接近チャネルは、前記ノードＢの上位
階層または移動通信網の上位階層からＵＥに伝送されるシグナリング情報を伝送する。前
記逆拡散器＃ｎ１３３１から出力されたダウンリンク共有チャネルは、デインターリーバ
１３３８によってデインターリービングされた後、復号器１３３９に提供される。前記復
号器１３３９は、前記デインターリービングされたデータを復号して前記ＵＥの上位階層
に伝送する。前記ダウンリンク共有チャネルは、使用者データのみを伝送するチャネルで
ある。前記デインターリーバ１３３８の動作は、前記デインターリーバ１３１５及び前記
デインターリーバ１３３５の動作と同一である。さらに、前記復号器１３３９の動作は、
前記復号器１３１６及び前記復号器１３３６の動作と同一である。
【０１３０】
前記ＵＥがソフトハンドオーバー領域に到達して既存のノードＢだけでなく新しいノード
Ｂから信号を受信する場合、前記ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０は、前記
ノードＢ＃１から伝送されるＴＰＣ、専用チャネルパイロット信号レベル、及び共通パイ
ロット信号レベルを受信し、さらに、前記ノードＢ＃２から伝送されるＴＰＣ、専用チャ
ネルパイロット信号レベル、共通パイロット信号レベルを受信する。さらに、前記ダウン
リンク送信電力制御命令生成器１３５０は、前記ＤＬ＿ＤＰＣＣＨの送信電力制御情報、
前記ＤＬ＿ＤＰＣＣＨに連動される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力制御情報、及び
前記ＤＳＣＨのダウンリンクチャネル情報を生成する。
【０１３１】
より具体的に説明すると、前記ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０は、前記Ｄ
Ｌ＿ＤＣＨの電力制御情報を生成するために、前記ノードＢ＃１から受信された専用チャ
ネルパイロット信号のレベルと前記ノードＢ＃ｎから受信された専用チャネルパイロット
信号のレベルを合計し、前記合計した値が前記ＵＥによって要求されるダウンリンク専用
チャネル信号レベルと同一であるか否かを判断する。前記専用チャネルパイロット信号レ
ベルの和が前記ＵＥによって要求されるダウンリンク専用チャネル信号レベルより小さい
場合、前記ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０は、前記ダウンリンク送信電力
の増加に対応するダウンリンク専用チャネル電力制御情報を生成する。その反対の場合、
前記ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０は、前記ダウンリンク送信電力の減少
に対応するダウンリンク専用チャネル電力制御情報を生成する。前記ダウンリンク送信電
力制御命令生成器１３５０は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力制御情報を生成し、
前記ＤＳＣＨ電力制御情報は、下記のような２つのタイプに分けられる。
【０１３２】
第１に、前記ダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ
Ｉの送信電力を直接に決定した後、前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨのＦＢＩフィールドを通して前
記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセット情報を伝送する。前記ＴＦＣＩ送信電力オ
フセット情報を決定する基準は、図９のオフセット９３３を決定する方法に使用される (i
)前記共通パイロットチャネルの信号レベル、 (ii)前記共通パイロットチャネル間の信号
差、 (iii)前記専用パイロットチャネルの信号レベル、 (iv)専用パイロットチャネル間の
信号差、及び (v)前記オフセット９３２を決定する前記ＵＥの活性集合内のノードＢの数
及び種類を含む。前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセット情報は、複数のスロッ
トを通して伝送されることができ、前記データに誤りが発生することを防止するために、
別途に符号化される。この場合、前記符号化した送信電力オフセットは、既存のＳＳＤＴ
 ＩＤ符号を使用して伝送されるか、本発明において提案された (Ｎ ,３ )符号または (Ｎ ,４
)符号のような他の符号を使用して伝送されることもできる。第２に、前記ＤＳＣＨのダ
ウンリンクチャネル情報は、前記ソフトハンドオーバー領域において前記ＤＳＣＨ用のＴ
ＦＣＩを伝送するノードＢによって伝送される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩに適用される電
力オフセット値を前記ＵＥが決定せずに前記ＵＴＲＡＮが決定する場合、前記ＵＴＲＡＮ
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によって前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩに適用される電力オフセットを決定するために使用さ
れる。
【０１３３】
図１４は、本発明の実施形態によるＵＥの送信器の構造を示す図である。図１４を参照す
ると、図１３のダウンリンク送信電力制御命令生成器１３５０から出力された前記ダウン
リンク専用チャネルの電力制御情報及び前記ダウンリンク共有チャネルの電力制御情報は
、アップリンク送信電力制御命令生成器１４１１に提供され、ダウンリンク専用チャネル
の電力制御命令語、及び前記ダウンリンク共有チャネル用のＴＦＣＩ送信電力オフセット
情報またはダウンリンクチャネル情報を示す符号語に変換される。前記ダウンリンク専用
チャネル電力制御命令語は、前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨのＴＰＣフィールドを通して前記ＵＥ
の活性集合内の全てのノードＢに同報通信で送信される。前記ダウンリンク共有チャネル
用のＴＦＣＩ送信電力オフセット情報または前記ダウンリンクチャネル情報は、符号語の
長さまたは上位階層によって更新周期が決定され、前記更新周期によって複数のスロット
を通して伝送される。前記アップリンク送信電力制御命令生成器１４１１は、前記ＵＬ＿
ＤＰＣＣＨのＦＢＩフィールドのＳフィールドを使用して、前記ダウンリンク共有チャネ
ル用のＴＦＣＩ送信電力オフセット及び前記ダウンリンクチャネル情報を示す符号語を出
力し、前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨのＴＰＣフィールドを使用して前記ダウンリンク専用チャネ
ル電力制御命令語を伝送する。多重化器１４１６は、前記アップリンク送信電力制御命令
生成器１４１１からＦＢＩフィールド１４１２に充填される値及びＴＰＣフィールド１４
１３に充填される値を受信し、前記上位階層からパイロット１４１４及びＴＦＣＩ１４１
５を受信して、前記受信された値を多重化してＵＬ＿ＤＰＣＣＨデータを生成する。前記
ＵＬ＿ＤＰＣＣＨデータは、拡散器１４１７に提供され、前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨのための
ＯＶＳＦ符号で拡散される。前記拡散器１４１７の出力は、乗算器１４２０によって前記
ＵＬ＿ＤＰＣＣＨの送信電力を調節する送信電力利得と掛けられた後、合計器１４０５に
よって前記ＵＬ＿ＤＰＤＣＨと合計される。
【０１３４】
前記ＵＬ＿ＤＰＤＣＨのための使用者データ１４０１は、符号化器１４０２によって符号
化された後、インターリーバ１４０３によってインターリービングされる。前記インター
リーバ１４０３の出力は、拡散器１４０４によって前記ＵＬ＿ＤＰＤＣＨの伝送率に適し
たＯＶＳＦ符号で拡散される。前記拡散器１４０４の出力は、乗算器１４２１によって前
記ＵＬ＿ＤＰＤＣＨの送信電力を調節する送信電力利得と掛けられた後、合計器１４０５
によって前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨと合計される。前記合計器１４０５から出力された前記Ｕ
Ｌ＿ＤＰＤＣＨと前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨとの和は、スクランブラー１４０６によって前記
ＵＥが前記ＵＬ＿ＤＣＨのために使用されるスクランブリング符号でスクランブリングさ
れる。前記スクランブリングされた信号は、変調器１４０７によって変調された後、ＲＦ
モジュール１４０８において搬送波と掛けられる。前記ＲＦモジュール１４０８の出力は
、アンテナ１４１０を通して前記ノードＢに同報通信で送信される。
【０１３５】
図１５は、本発明の実施形態によるノードＢ受信器の構造を示す図である。図１５を参照
すると、アンテナ１５０１を通して前記ＵＥから受信された信号は、ＲＦモジュール１５
０２によってＩＦ周波数または基底周波数帯域の信号に変換される。前記ＲＦモジュール
１５０２の出力は、復調器１５０３によって復調され、デスクランブラー１５０４によっ
てデスクランブリングされる。前記デスクランブリングのために使用されるスクランブリ
ング符号は、図１４の乗算器１４０６によって使用されるスクランブリング符号と同一で
ある。前記スクランブリング符号を使用することによって、前記ノードＢは、多数のＵＥ
からの信号を区別することができる。前記デスクランブラー１５０４の出力信号は、逆拡
散器１５０５によってＵＬ＿ＤＰＣＣＨとＵＬ＿ＤＰＤＣＨに逆拡散 (分離 )される。
【０１３６】
前記逆拡散器１５０５から出力された前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨは、逆多重化器１５０６によ
ってパイロット、ＴＦＣＩ、ＦＢＩ、及びＴＰＣに逆多重化される。前記逆多重化器１５
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０６から出力された前記アップリンク専用チャネルパイロットは、専用チャネルパイロッ
ト推定器１５０７に提供され、前記専用チャネルパイロット推定器１５０７は、前記ＵＥ
と前記ノードＢとの間のチャネル環境に基づいて信号の位相変化及び前記受信されたアッ
プリンク専用チャネルパイロットの信号レベルを推定する。前記推定された位相変化値は
位相補償器１５１０に提供され、前記位相補償器１５１０は、前記逆拡散器１５０５から
出力された前記ＵＬ＿ＤＰＤＣＨの位相を補償する。つまり、前記ＵＬ＿ＤＰＤＣＨが前
記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨと同一のチャネル環境を通して前記ノードＢに受信されるので、前記
専用チャネルパイロット推定器１５０７から出力される前記推定された位相変化値で前記
位相を補償することによって、前記ＵＥと前記ノードＢとの間のチャネル環境の変化によ
る前記ＵＬ＿ＤＰＤＣＨの位相歪みを補償することができる。
【０１３７】
前記専用チャネルパイロット推定器１５０７から出力される前記専用チャネルパイロット
信号レベルは、アップリンク送信電力制御命令生成器１５０８に提供され、前記アップリ
ンク送信電力制御命令生成器１５０８は、前記受信された専用チャネルパイロット信号レ
ベルに基づいて前記アップリンク送信電力を制御するために前記ノードＢによって使用さ
れるＴＰＣを生成する。前記逆多重化器１５０６から出力された前記ＦＢＩは、ダウンリ
ンクチャネル送信電力制御器１５０９に提供され、前記ダウンリンクチャネル送信電力制
御器１５０９は、前記受信されたＦＢＩに基づいてダウンリンク専用チャネル電力制御命
令を生成する。さらに、前記逆多重化器１５０６から出力された前記ＴＰＣは、前記ダウ
ンリンクチャネル送信電力制御器１５０９に提供され、前記ダウンリンクチャネル送信電
力制御器１５０９は、前記受信されたＴＰＣの基づいてダウンリンク共有チャネル電力制
御命令を生成する。
【０１３８】
前記ダウンリンクチャネル送信電力制御器１５０９は、前記逆多重化器１５０６から受信
されたＦＢＩ情報を利用して、ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力を制御する命令語を生成
し、前記ＦＢＩ情報は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセット及びダウンリン
クチャネル情報になることができる。前記ＦＢＩ情報を使用して前記ノードＢから前記Ｕ
Ｅに伝送される前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットまたは前記ダウンリンク
チャネル情報は、ＳＳＤＴ  ＩＤ符号、 (Ｎ ,３ )符号、 (Ｎ ,４ )符号、または他の符号で符
号化されるので、前記  ＦＢＩを通して伝送される相対的な電力オフセット情報またはダ
ウンリンクチャネル情報は、前記ダウンリンクチャネル送信電力制御器１５０９において
復号化される。前記ダウンリンクチャネル情報は、前記ノードＢによって使用されずに、
前記ＵＴＲＡＮに伝送されて、前記ＵＴＲＡＮが前記ＤＳＣＨのために使用される電力オ
フセットを決定するようにする。一方、前記位相補償器１５１０から出力されたアップリ
ンク専用データチャネル信号は、デインターリーバ１５１１によってデインターリービン
グされる。前記デインターリーバ１５１１の出力は、復号器１５１２によって復号化され
た後、前記ノードＢの上位階層に伝送される。
【０１３９】
図１６は、本発明の実施形態によるノードＢ送信器の構造を示す。図１６を参照すると、
前記ＤＬ＿ＤＰＤＣＨを通して伝送される使用者データは、符号器１６０１によって符号
化された後、インターリーバ１６０２によってインターリービングされて多重化器１６０
５に提供される。前記多重化器１６０５は、ＴＦＣＩ (１６０４ )、パイロット (１６０３ )
、アップリンク送信電力制御命令生成器１６０６から出力された前記ＵＬ＿ＤＣＨ送信電
力を制御するためのＴＰＣ、及び前記インターリーバ１６０２から出力された前記ＤＬ＿
ＤＰＤＣＨを多重化して、ＤＬ＿ＤＣＨを生成する。前記アップリンク送信電力制御命令
生成器１６０６は、図１５のアップリンク送信電力制御命令生成器１５０８と同一の装置
であり、前記ＵＬ＿ＤＰＣＣＨの専用パイロットチャネルの信号レベルを使用してＴＰＣ
を設定した後、前記ＤＬ＿ＤＣＨのＤＬ＿ＤＰＣＣＨを通して伝送する。前記多重化器１
６０５から出力されたＤＬ＿ＤＣＨは、拡散器１６０７によって前記ＤＬ＿ＤＣＨのため
のＯＶＳＦ符号で拡散された後、乗算器１６３２によって前記ＤＬ＿ＤＣＨの送信電力の
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調節のために設定されたチャネル利得と掛けられて合計器１６２０に提供される。前記Ｄ
Ｌ＿ＤＣＨの送信電力調節のために設定されたチャネル利得は、図１５のアップリンクチ
ャネル送信電力制御器１５０９から出力されたアップリンク専用チャネル電力制御命令に
よって設定され、前記ＴＦＣＩ (１６０４ )の送信電力は、前記アップリンクチャネル送信
電力制御器１５０９から出力された送信電力または前記ＲＮＣによって伝送された送信電
力として決定され、図６Ｂ及び図６Ｃに示す形態になる。
【０１４０】
符号器１６１１は、前記ノードＢから前記ＵＥに伝送されるＤＳＣＨデータを符号化する
。前記符号化したＤＳＣＨは、インターリーバ１６１２によってインターリービングされ
た後、拡散器１６１３によって前記ＤＳＣＨのためのＯＶＳＦ符号で拡散される。前記拡
散器１６１３から出力された前記拡散された信号は、乗算器１６３３によって前記ＤＳＣ
Ｈの送信電力制御のためのチャネル利得と掛けられて合計器１６２０に提供される。
【０１４１】
ダウンリンク共通チャネル１６１５は、乗算器１６３０によって前記ダウンリンク共通チ
ャネルに対してチャネル利得と掛けられた後、前記合計器１６２０に提供される。前記ダ
ウンリンク共通チャネル１６１５は、同報通信チャネル (ＢＣＨ )を伝送する１次共通制御
物理チャネル (Primary Common Control Physical Channel: Ｐ－ＣＣＰＣＨ )、順方向接
近チャネル (ＦＡＣＨ )及びページングチャネル (ＰＣＨ )を伝送する２次共通制御チャネル
(Secondary Common Control Channel: Ｓ－ＣＣＣＨ )を含み、さらに、共通パイロットチ
ャネルも含む。他の使用者の専用チャネル１６１７は、前記ノードＢ内の他の使用者によ
って使用される専用チャネルであり、符号化、インターリービング、及び拡散の過程を経
た後、乗算器１６３１によって前記専用チャネルに適したチャネル利得と掛けられて、前
記合計器１６２０に入力される。
【０１４２】
前記合計器１６２０は、前記ダウンリンク共通チャネル、前記ダウンリンク専用チャネル
、及び前記ダウンリンク共有チャネルを合計して、前記乗算器１６２１に出力する。前記
乗算器１６２１は、前記合計器１６２０の出力を前記ノードＢによって使用されるスクラ
ンブリング符号と掛けて、変調器１６２２に出力する。前記変調器１６２２は、前記スク
ランブリングされたダウンリンク信号を変調してＲＦモジュール１６２３に出力する。前
記ＲＦモジュール１６２３は、前記変調されたダウンリンク信号を搬送波でアップコンバ
ート (up-convert)して、アンテナ１６２５を通して前記ノードＢ内のＵＥに伝送する。
【０１４３】
本発明においては、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するセルの数及び前記ＤＳＣＨ用の
ＴＦＣＩを伝送しないセルの数に基づいて前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフセット値
を決定する方法、及びＳＲＮＣ (Serving RNC: 以下、ＳＲＮＣと称する )によって決定さ
れた電力オフセットを前記ノードＢに伝送する方法に関して説明する。前記“ＳＲＮＣ”
は、ＵＥのサービスを管理し、ＣＮ (Core Network: 以下、ＣＮと称する )との連結を担当
するＲＮＣを称する。前記ハンドオーバー領域における前記ＵＥと前記ＣＮとの間の連結
は、１つのＲＮＣ、つまり、ＳＲＮＣのみを通して遂行され、その他のＲＮＣ、つまり、
ＤＲＮＣ (Drift　ＲＮＣ : 以下、ＤＲＮＣと称する )は、前記ＳＲＮＣを通して前記ＣＮ
と連結される。前記ＵＥからのデータを処理するＲＮＣのうち前記ＳＲＮＣに該当しない
ＲＮＣを“ＤＲＮＣ”と称する。さらに、以下の説明において、“セル (cell)”とは、１
つのアンテナを通してビームが形成される地域である。従って、各ノードＢは、１つのセ
ルを形成することも、複数のセルを形成することもできる。
【０１４４】
図１７は、本発明の実施形態によるソフトハンドオーバー中にＲＮＣとセルとの間のデー
タの流れを示す図である。本発明の理解を容易にするために、前記ＵＥの活性集合内にお
いて異なるＲＮＣに属する１次ノードＢ１７０５及び２次ノードＢ１７３５を設定すると
仮定する。さらに、前記１次ノードＢ１７０５に連結されるセルの数がＮであり、前記２
次ノードＢ１７３５に連結されるセルの数がＭであると仮定する。さらに、前記ＴＦＣＩ
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が硬分割方式で伝送されると仮定する。ここで、前記“１次ノードＢ”は、ＵＥ１７１１
にＤＳＣＨ及びこれに対応するＤＬ＿ＤＣＨを伝送する１次ノードＢ１７０５であり、前
記“２次ノードＢ”は、前記ＵＥ１７１１の位置移動によって前記ＵＥ１７１１にＤＬ＿
ＤＣＨのみを伝送する２次ノードＢ１７３５である。所定のＲＮＣが同一の情報を伝送す
る時、前記ＵＥに連結できるセルの数は、最大８つに設定されることができる。これは、
前記Ｍ及びＮ値が０乃至７の整数であることを意味する。この場合、前記ＤＳＣＨ用のＴ
ＦＣＩの電力オフセットは、前記Ｍ及びＮ値によって決定されることができる。例えば、
前記電力オフセットは、Ｍ／Ｎ値を利用して決定されることができる。＜表８＞は、前記
Ｍ／Ｎ値の全てのケースに対して可能である前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセ
ットを示す。前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩが３ビットの長さを有する時、＜表８＞に示すよ
うな８つの送信電力オフセットが可能である。前記ＴＦＣＩの長さの増加は可能の電力オ
フセットの数を増加させる。さらに、前記電力オフセット値と前記Ｍ／Ｎ値とマッチング
は、＜表８＞と相違して構成することができる。
【０１４５】
【表８】
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【０１４６】
＜表８＞において、前記Ｍ値は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送しないセルの数であり
、前記Ｎ値は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するセルの数である。さらに、前記ＤＳ
ＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するセルの数は、前記ＤＳＣＨを伝送するセルを含む前記ＲＮＣ
１７０２に存在する前記活性集合内のセルの数と同一になることができ、前記ＤＳＣＨ用
のＴＦＣＩを伝送しなしセルの数は、前記ＤＳＣＨを伝送するセルを含む前記ＲＮＣ１７
０２に存在しないセルの数と同一になることができる。前記Ｍ及びＮ値は、前記ＳＲＮＣ
及び前記ＵＥによって認知されることができる。従って、前記電力オフセットは、前記Ｓ
ＲＮＣまたは前記ＵＥによって決定される。
【０１４７】
本発明において、前記ＴＦＣＩのための電力オフセット値を前記ＳＲＮＣから前記ノード
Ｂに伝送する方法に関して図面を参照して詳細に説明する。前記Ｍ及びＮ値にに基づいて
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決定された前記電力オフセット値は、前記ノードＢに伝送されるべきである。例えば、前
記ＳＲＮＣが前記ＤＳＣＨとともに前記電力オフセット値を伝送する。つまり、前記ＳＲ
ＮＣは、以下説明するフレームプロトコルを利用して前記電力オフセット値を伝送するこ
とができる。
【０１４８】
前記フレームプロトコルを利用せずに前記電力オフセット値を伝送する他の方法として、
前記ＳＲＮＣが前記ノードＢと前記ＳＲＮＣとの間のシグナリングメッセージであるＮＢ
ＡＰ (Node B Application Part)メッセージを利用して前記電力オフセット値を伝送する
方法がある。前記シグナリングメッセージのうち、前記電力オフセットが伝送できるメッ
セージは、Ｒａｄｉｏ  Ｌｉｎｋ  Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージ及びＲａｄ
ｉｏ  Ｌｉｎｋ  Ｓｅｔｕｐメッセージになることができる。
【０１４９】
図２５は、前記Ｒａｄｉｏ  Ｌｉｎｋ  Ｓｅｔｕｐメッセージの構造を示す。図２５におい
て、Ｐ０１は、前記ＴＦＣＩのための電力オフセット値を示す。前記Ｐ０１値は、前記Ｄ
ＳＣＨ用のＴＦＣＩ及び前記ＤＣＨ用のＴＦＣＩに同一の電力オフセット値を適用する時
に使用されることができる。前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ及び前記ＤＣＨ用のＴＦＣＩに相
違する電力オフセットが適用される場合、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフセット値
は新しく定義されるべきである。
【０１５０】
図２６は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフセット値が前記ＤＣＨ用のＴＦＣＩの電
力オフセット値と相違して設定される場合のＲａｄｉｏ  Ｌｉｎｋ  Ｓｅｔｕｐメッセージ
の構造を示す。図２６において、Ｐ０４は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフセット
値を示す。
【０１５１】
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するセルの数は、前記ＵＥのハンドオーバー動作によっ
て前記活性集合が変化する度に変更できる。この場合、前記Ｎ値及び前記Ｍ値も変更され
ることができ、前記変更されたＮ及びＭ値に基づいて前記ＴＦＣＩのための電力オフセッ
ト値を新しく設定することができる。前記新しく設定された電力オフセット値は、前記Ｒ
ａｄｉｏ  Ｌｉｎｋ  Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを利用して伝送されるこ
とができる。前記Ｒａｄｉｏ  Ｌｉｎｋ  Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、
前記Ｎ及びＭ値によって変更された電力オフセットを受信する前記ノードＢのみに伝送さ
れることができる。前記変更された電力オフセットは、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを送信
するセルを含む全てのノードＢに伝送されることができ、または、前記ＤＳＣＨを伝送す
る特定のセルを含む特定のノードＢのみに伝送されることができる。
【０１５２】
図２７は、前記電力オフセット値を添加したＲａｄｉｏ  Ｌｉｎｋ  Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎメッセージの構造を示す図である。図２７において、Ｐ０１は、前記ＤＣＨ用
のＴＦＣＩの電力オフセット値を示し、Ｐ０４は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフ
セット値を示す。図２７の構造は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフセットと前記Ｄ
ＣＨ用のＴＦＣＩ電力オフセット値が相違するという仮定による。前記ＤＳＣＨ用のＴＦ
ＣＩ前記ＤＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフセット値が同一である場合、図２７において、前
記Ｐ０１値が追加されるべきである。前記ＮＢＡＰメッセージを利用する電力制御方法は
、前記フレームプロトコルを利用する電力制御方法と類似した方法によって遂行されるこ
とができる。
【０１５３】
図１８は、本発明の実施形態によるソフトハンドオーバー中のＲＮＣ間のデータの流れを
示す図である。本発明の理解を容易にするために、図１８は、前記ＵＥのデータフレーム
伝送経路及び前記ＲＮＣから前記ノードＢへの電力オフセット伝送経路を示す。つまり、
異なるＲＮＳに属するＲＮＣ  Ａ１８０２及びＲＮＣ  Ｂ１８０４があり、前記ＲＮＣは異
なるノードＢに連結されると仮定する。前記ノードＢから前記ＵＥ１８１１に伝送される
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ダウンリンク情報のうちＤＬ＿ＤＣＨ及びＤＳＣＨの２つの情報１８２１はセル１８１２
のみによって伝送され、残りのセル１８１３、１８１４、及び１８１５は、前記ＤＬ＿Ｄ
ＣＨ１８２２、１８２３、及び１８２４のみを伝送する。制御フレームプロトコルを使用
して前記ＲＮＣから前記ノードＢに前記電力オフセットを伝送する方法は、２つの方法を
考えることができる。前記２つの方法は、図２３及び図２４に示す。図１８における左側
のＲＮＣは、図２３においてＳＲＮＣであり、図２４においてＤＲＮＣである。
【０１５４】
図２３は、本発明の実施形態によるＴＦＣＩの伝送過程を示す図である。図２３は、前記
ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するセルを含む前記ノードＢ１８０５に前記電力オフセット
を伝送する第１方法を示す。この方法において、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するセ
ルを含む前記ノードＢに連結されたＲＮＣ１８０２はＳＲＮＣである。図２１は、前記Ｒ
ＮＣから前記ノードＢに前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフセットを伝送するメッセー
ジの構造を示す図である。図２１に示すように、前記ＲＮＣは、前記ＤＳＣＨ  ＴＦＣＩ
シグナリング制御フレームメッセージのスペアフィールド (spare field)２１０１に前記
電力オフセットを添加して、前記メッセージを前記ノードＢに伝送することができる。
【０１５５】
図２３を参照すると、段階２３０１で、前記ＳＲＮＣは、ＴＦＣＩ電力オフセット情報を
含む制御フレームを伝送する。前記制御フレームの構造は、図２１のようである。本発明
の実施形態において、前記ＲＮＣ１８０２は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するセル
を含む全てのノードＢに前記制御フレームを伝送する。つまり、前記ＲＮＣ１８０２は、
前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するセルに連結されたＲＮＣの全てのノードＢ、すなわ
ち、前記ノードＢ１８０５及び前記ノードＢ１８０６に前記制御フレームを伝送して、前
記ソフトハンドオーバー用領域内の全てのセル１８１１、１８１２、及び１８１３が前記
電力オフセットを受信することができるようにする。前記ＴＦＣＩ電力オフセット情報を
前記ノードＢに伝送する他の方法としては、前記ＲＮＣ１８０２が前記ＤＳＣＨデータを
伝送セル１８１１のみに前記ＤＳＣＨデータフレームを伝送する方法がある。
【０１５６】
図２２は、前記ＲＮＣが前記ノードＢに電力オフセットを伝送する時に使用されるＤＳＣ
Ｈデータフレームの構造を示す。図２２は、前記ＤＳＣＨデータフレームに前記電力オフ
セットを添加する方法を示す。より具体的に、前記電力オフセットがヘッダ (header)のス
ペアフィールドに充填されるので、前記ＲＮＣは、前記データフレームに前記電力オフセ
ット情報を充填して前記ノードＢに伝送することができる。しかしながら、隣接した電力
オフセット２２０２は、ＴＦＣＩ電力オフセットでなく、データ電力オフセットである。
図２２において、前記電力オフセットは、ＴＦＩビットと並んでいるスペアビットに追加
される。前記スペアビットの数が３つであるので、前記ＲＮＣから前記ノードに伝送でき
る電力オフセットの場合の数は８である。
【０１５７】
前記ＲＮＣから前記ノードＢに前記電力オフセットを伝送する他の方法としては、前記制
御フレーム及び前記データフレームをともに利用して電力オフセットを伝送する方法があ
る。
【０１５８】
図２３に戻って、段階２３０２で、前記ノードＢは、段階２３０１において前記ＳＲＮＣ
によって送信された電力オフセットを含む制御フレーム受信する。前記制御フレームの代
わりに前記データフレームを受信する場合、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するセル１
８１１を含む前記ノードＢ１８０５のみが前記データフレームを受信する。
【０１５９】
段階２３０３で、前記ノードＢ内のセルは、前記制御フレーム内のＴＦＣＩ電力オフセッ
ト情報を受信する。同様に、段階２３０２で、前記制御フレームの代わりに前記データフ
レームを受信する場合、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するセル１８１１のみが前記電
力オフセットを受信する。
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【０１６０】
最後に、段階２３０４で、それぞれのラジオリンクに該当するセルは、前記ノードＢのＴ
ＦＣＩ電力オフセットを利用して前記ＴＦＣＩを伝送する。
【０１６１】
図２４は、前記ＳＲＮＣからＤＲＮＣを通して前記ノードＢが電力オフセットを受信する
過程を示す図である。この方法において、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するセルを含
む前記ノードＢに連結されたＲＮＣ１８０２は、ＤＲＮＣである。前記ＳＲＮＣは、前記
制御フレームを利用して前記ＤＲＮＣに電力オフセットを伝送する。図２０は、前記ＳＲ
ＮＣが前記ＤＲＮＣに前記電力オフセットを伝送する時に使用される制御フレームの構造
を示す図である。前記制御フレームは、前記ＳＲＮＣが前記ＤＲＮＣに制御情報を伝送す
る時に使用されるラジオフレームを称する。図２０において、前記電力オフセットはリザ
ーブドフィールド (reserved field)に挿入され、前記リザーブドフィールドの長さは可変
的である。つまり、前記リザーブドフィールドは、８ビットの長さで構成されることがで
き、または、図２０に示すように８ビットより小さい長さで構成されることもできる。前
記ＳＲＮＣから前記ＤＲＮＣに前記電力オフセットを伝送するまた他の方法は、前記ＳＲ
ＮＣが前記ＤＲＮＣデータフレームに電力オフセット情報を添加して前記ＤＲＮＣに伝送
する方法である。図１９は、前記電力オフセットを添加した前記ＤＳＣＨデータフレーム
の構造を示す図である。図１９に示すように、前記電力オフセット値は、前記ＤＳＣＨデ
ータフレームのＣｍＣＨ－ＰＩ (Common Transport Channel Priority Indicator、 4 bits
)と並んで伝送されることができる。図１９を参照すると、前記ノードＢが前記ＤＳＣＨ
データフレームを受信する時に追加されるヘッダ部分は、前記データ部分のスペアフィー
ルド１９０２のような、データを伝送する４ビットのスペアフィールド１９０１を有する
。このフィールドは、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ Iの電力オフセットで充填される。
【０１６２】
図２４を参照すると、段階２４０１で、前記ＳＲＮＣ１８０４は、前記ＤＲＮＣ１８０２
に制御フレームまたはデータフレームを伝送する。段階２４０２で、前記ＤＲＮＣ１８０
２は、前記ノードＢ１８０５及び１８０６に制御フレームまたはデータフレームを伝送す
る。段階２４０３で、各ノードＢは、前記制御フレームまたは前記データフレーム内のＴ
ＦＣ I電力オフセットを受信する。最後に、段階２４０４で、前記ＵＥは、前記ノードＢ
によって選択された前記ＴＦＣ I電力オフセットを受信する。
【０１６３】
前記ＲＮＣから前記ノードＢに前記電力オフセットを伝送する方法としては、３つの方法
を考えることができる。第１方法において、前記ＲＮＣ１８０２は、前記ＤＳＣＨ用のＴ
ＦＣ Iを伝送するセル１８１１のみにＤＳＣＨデータフレームを伝送する。第２方法にお
いて、前記ＲＮＣ１８０２は、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ Iを伝送するセルに連結された前
記ＲＮＣの全てのノードＢ１８０５及び１８０６に前記制御フレームを伝送して、前記ソ
フトハンドオーバー領域に存在する全てのセル１８１１、１８１２、及び１８１３が前記
電力オフセットを受信するようにする。第３方法は、前記第１方法及び前記第２方法を組
み合わせた方法である。
【０１６４】
前記ノードＢにおける前記電力オフセットの適用において、前記ＵＥから受信された前記
シグナリングメッセージを利用して前記電力オフセットを相違して適用する方法に関して
説明する。
【０１６５】
前記ＵＥから受信された前記シグナリングメッセージを利用する方法の例として、前記ノ
ードＢがＳＳＤＴ符号を利用する方法がある。前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ Iを伝送するそれ
ぞれのセルには固有の臨時識別子が与えられ、前記ソフトハンドオーバー領域内のＵＥは
、周期的にアップリンクＦＢＩフィールドを通して１次セル (primary cell)情報を前記活
性集合内のノードＢに伝送する。前記１次セルとして選択されるセルは、最高のレベルの
信号を受信するセルである。前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ Iを伝送するノードＢは、前記１次
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セル及び非１次セルに前記電力オフセットを相違して適用することができる。前記電力オ
フセットを  適用する方法としては、３つの方法がある。
【０１６６】
前記電力オフセットを適用する第１方法において、１次セルの場合、前記ノードＢは、前
記ＳＲＮＣから受信された電力オフセット値をそのまま伝送し、１次セルでない場合、前
記ノードＢは、前記電力オフセットに一定の電力オフセット値を追加して決定される値を
伝送する。例えば、前記一定の電力オフセット値が３ｄＢであり、前記ＳＲＮＣから受信
された前記電力オフセット値が５ｄＢである場合、前記１次セルは、５ｄＢの電力オフセ
ットで前記ＴＦＣ Iを伝送し、前記非１次セルは、８ｄＢの電力オフセットで前記ＴＦＣ I
を伝送する。前記のように、前記ＴＦＣ Iの電力オフセットは、前記ＤＣＨ用のＴＦＣＩ
及び前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ Iの両方ともに適用されることができ、または、前記ＤＳＣ
Ｈ用のＴＦＣ Iのみに適用されることができる。一方、前記非１次セルは、前記ＳＲＮＣ
から受信された電力オフセット値を使用し、前記１次セルは、元の電力オフセットより前
記一定の電力オフセットの分だけ小さい電力オフセットを使用する。
【０１６７】
最後に、前記１次セルのみが前記力オフセットを維持することができる。要するに、前記
非１次セル電力オフセットを、例えば、２ｄＢに増加させ、前記１次セル電力オフセット
を前記元の値よりわずかに高く増加させることができる。さらに、元の１次セル電力オフ
セットを維持することができる。
【０１６８】
前述の如く、本発明の詳細な説明では具体的な実施形態を参照して詳細に説明してきたが
、本発明の範囲は前記実施形態によって限られるべきではなく、本発明の範囲内で様々な
変形が可能であるということは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には明らかで
ある。
【０１６９】
【発明の効果】
前述してきたように、前記ＤＳＣＨを受信するＵＥが前記ソフトハンドオーバー領域にお
いて前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ Iを正しく受信することができ、前記ＤＳＣＨを伝送するノ
ードＢが前記ソフトハンドオーバー領域において前記ＤＳＣＨ用の Iを信頼できるように
伝送することができる。さらに、前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ Iの伝送において、前記ＤＳＣ
Ｈを伝送するＲＮＣは、前記ＤＳＣＨを伝送する１次ノードＢ以外のノードＢの数を考慮
して前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ Iの相対的な電力オフセットを決定し、前記決定された電力
オフセットに基づいて前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣ Iの送信電力を制御する。
【図面の簡単な説明】
【図１Ａ】　ダウンリンク共有チャネル (ＤＳＣＨ )及びこれに対応するダウンリンク専用
チャネル (ＤＬ＿ＤＣＨ )の構造を示す図である。
【図１Ｂ】　ダウンリンク共有チャネル及びこれに対応するダウンリンク専用チャネルの
構造を示す図である。
【図２】　ソフトハンドオーバー領域 (ＳＨＯ )においてＤＳＣＨ電力制御中に発生する問
題点を説明するための図である。
【図３】　ソフトハンドオーバー領域 (ＳＨＯ )においてＤＳＣＨ電力制御中に発生する問
題点を説明するための図である。
【図４】　１次ノードＢによって伝送されるＴＦＣＩの構成を示す図である。
【図５】　Ｗ－ＣＤＭＡシステムにおいてノードＢからＵＥに伝送されるＤＬ＿ＤＣＨの
送信電力を設定する方法を示す図である。
【図６Ａ】　ＴＦＣＩを伝送する従来の方法を示す図である。
【図６Ｂ】　ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩ及びＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを相違する送信電力で伝送
する方法を示す図である。
【図６Ｃ】　ＤＰＣＨ用のＴＦＣＩ及びＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを同一の送信電力で伝送す
る方法を示す図である。
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【図７】　前記ＵＥによってＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの送信電力オフセットを決定する方法
を示す図である。
【図８Ａ】　ＦＢＩフィールドの構造を示す図である。
【図８Ｂ】　前記ＵＥによってＦＢＩフィールドとともに伝送されるアップリンク専用物
理制御チャネル (ＵＬ＿ＤＰＣＣＨ )の構造を示す図である。
【図９】　前記ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩを伝送するノードＢの送信電力の変化を示す図であ
る。
【図１０】　本発明の第１実施形態によるＵＥアルゴリズムを示す図である。
【図１１】　１次リードマラー符号を穿孔することによってシンプレックス符号語を生成
する符号器を示す図である。
【図１２】　 (ｎ ,３ )符号及び (ｎ ,４ )符号を生成する図１０の符号器に対応する復号器の
構成を示す図である。
【図１３】　本発明の実施形態による多重経路受信機能を支援するＵＥ受信器の構造を示
す図である。
【図１４】　本発明の実施形態によるＵＥ送信器の構造を示す図である。
【図１５】　本発明の実施形態によるノードＢ受信器の構造を示す図である。
【図１６】　本発明の実施形態によるノードＢ送信器の構造を示す図である。
【図１７】　本発明の実施形態によるソフトハンドオーバー中のＲＮＣとセルとの間のデ
ータの流れを示す図である。
【図１８】　本発明の実施形態によるソフトハンドオーバー中のＲＮＣ間のデータの流れ
を示す図である。
【図１９】　電力オフセットが添加されたＤＳＣＨデータフレームの構造を示す図である
。
【図２０】　ＳＲＮＣがＤＲＮＣに電力オフセットを伝送する時に使用される制御フレー
ムの構造を示す図である。
【図２１】　ＲＮＣからノードＢにＤＳＣＨ用のＴＦＣＩ電力オフセットを伝送するメッ
セージの構造を示す図である。
【図２２】　ＲＮＣがノードＢに電力オフセットを伝送する時に使用されるＤＳＣＨデー
タフレームの構造を示す図である。
【図２３】　本発明の実施形態によるＴＦＣＩ情報伝送過程を示す図である。
【図２４】　ＤＲＮＣを通してＳＲＮＣからノードＢで電力オフセットを受信する過程を
示す図である。
【図２５】　Ｒａｄｉｏ  Ｌｉｎｋ  Ｓｅｔｕｐメッセージの構造を示す図である。
【図２６】　ＤＳＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフセット値をＤＣＨ用のＴＦＣＩの電力オフ
セット値と相違して設定する場合に対応するＲａｄｉｏ  Ｌｉｎｋ  Ｓｅｔｕｐメッセージ
の構造を示す図である。
【図２７】　電力オフセット値が添加されたＲａｄｉｏ  Ｌｉｎｋ  Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎメッセージの構造を示す図である。
【符号の説明】
１００１　　シンプレックス符号器
１００２　　インターリーバ
１００３　　反復器
１００４・１２０２　　制御器
１２０１　　累積器
１２０３　　デインターリーバ
１２０４　　挿入器
１２０５　　ＩＦＨＴ
１３０１　　アンテナ
１３０３　　復調器
１３１０　　デスクランブラー
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１３１１　　逆拡散器
１３１２　　共通パイロットチャネル推定器
１３１３　　位相補償器
１３１４　　逆多重化器
１３１５　　デインターリーバ
１３１６　　復号器
１３１７　　専用チャネルパイロット推定器
１３３０　　デスクランブラー
１３３１　　逆拡散器
１３３２　　共通パイロットチャネル推定器
１３３３　　位相補償器
１３３４　　逆多重化器
１３３５　　デインターリーバ
１３３６　　復号器
１３３７　　専用チャネルパイロット推定器
１３３８　　デインターリーバ
１３３９　　復号器
１３５０　　ダウンリンク送信電力制御命令生成器
１４１１　　アップリンク送信電力制御命令生成器
１４１６　　多重化器
１４１７　　拡散器
１４０５　　合計器
１４０７　　拡散器
１５０３　　復調器
１５０４　　デスクランブラー
１５０５　　逆拡散器
１５０６　　逆多重化器
１５０７　　専用チャネルパイロット推定器
１５０８　　アップリンク送信電力制御命令生成器
１５０９　　ダウンリンクチャネル送信電力制御器
１５１０　　位相補償器
１５１１　　デインターリーバ
１５１２　　復号器
１６０６　　アップリンク送信電力制御命令生成器
１６０７　　拡散器
１６１５　　ダウンリンク共通チャネル
１６１７　　専用チャネル
１６２０　　合計器
１６２１　　乗算器
１６２２　　変調器
１６２３　　ＲＦモジュール
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【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ Ａ 】
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【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ６ Ｃ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ Ａ 】

【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】
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